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大都市周辺では、人口集中と土地高騰により住宅不足が、深刻なも

のになってきております。本市もその例外ではなく、市域全体で住宅

と関連施設の開発整備が進んでおります。

しかし、住宅の開発整備は早急に実施されねばならないものであり

ますが、乱開発ではなく、私たちの子孫にも誇れる住みよい環境がと

もなう開発でなければならないと思います。

日本でも有数の弥生時代の大遺跡である東奈良遺跡および中条小学

校遺跡地域は、とくに交通基盤整備がすすんでいるうえに土地にもゆ

とりがあるため、将来を見越しての中・高層マツションの建設ラッシュ

状況下にあります。貴重な文化遺士が近年にない早さで消えつつある

この時期だからこそ、開発と環境保護との調和とともに文化財の保存・

保護にも十分考慮しなおさなければならないと思います。

今回発掘調査の概要を報告いたしますのは、昭和63年・平成元年度

に実施した調査のうち、東奈良遺跡 6か所、中条小学校遺跡 1か所の

計 7か所について合冊したものであります。

結びになりましたが、調査にご協力いただきました関係各位をはじ

め、調査に参加された方々に深く感謝するとともに、今後の調査につ

きましてもご理解 。ご協力たまわりますようお願い申しあげ、はしが

きといたします。

平成 2年 3月

力St!k

茨 木 市 教 育 委

教育長 村 山
員 会

不口
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本概報は、東奈良遺跡・中条小学校遺跡における昭和63年 6月 か

ら平成元年 6月 までの発掘調査結果の概要をとりまとめたものであ

る。

なお、平成元年度発掘調査の中でも、長ヶ淵古墳群 。東奈良遺跡

(89-4)H・ NI-5-A地 区の調査報告は来年度に報告する予定

である。

2 発掘調査は、東奈良遺跡89-1を 茨木市教育委員会社会教育課主

査奥井哲秀、その他を茨木市教育委員会事務局文化財調査員 (嘱託 )

井上直樹が担当して実施し、外業調査員中東正之氏の協力を得た。

整理作業は、平成元年 4月 から平成 2年 3月 まで実施した。発掘

調査と整理作業には、中東正之、大戸井浩一郎、神保忠宏、難波武

史、藤田昌宏、林和博、桑原紀子、大戸井和江、田中良子、早川博

子、峯松皓代、森木芳子、西坂泰子諸氏の協力を受けた。

3 発掘調査を実施するにあたっては、北浦綾夫、人羅昭夫、lMl若栄

商事、佛長谷エコーポレーション、田畑謙三、山田ハル、棚関西電

力の各位にご協力いただいたことに感謝いたします。

4 本概報の執筆は、本文を各担当者が、遺物実測を西坂・井上、遺

物写真を井上が担当して行った。

5 東奈良遺跡の地区割 りは、昭和47年設定のものを使用している。

また、標高は T・ P(東京湾標準高)を使用している。
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I 東奈良遺跡(88-5)H-4-E・ F地区

1.調査経過

所 在 地 茨木市沢良宜西 1丁 目

調査面積 360ぽ

調査期間 昭和63年 6月 1日 ～ 7月 22日

届出理由 共同住宅建設

東奈良遺跡 H・ N H-4地 区は、昭和63年 から平成元年にかけての発掘調査をもって

ほぼ全域の調査を実施したことになる。その調査結果によると、弥生時代中期、古墳時代

前期の 2面の生活面がみられ、特に同時期の大形の濤が検出されるところである。そのた

め、全体に含水性の高い砂・砂質土が広がっている関係から、住居・土壊など集落と墓な

どには適さないためか、その検出例は当地区の北側に比較して皆無に近い。

昭和63年 3月 17日 、マンション建設に伴 う埋蔵文化財確認調査依頼によって試掘調査を

実施した結果、現GL-0,7mか ら遺物が検出された。さらに上記のように遺構 。遺物が

検出される可能性が高いため、発掘調査の必要があることを依頼者に報告する。その後、

依頼者と茨木市教育委員会との協議の結果、昭和63年 6月 1日 から発掘調査を実施するこ

とが決定 した。

2.  層    位  (図版 35・ 36)

当地区の基本層位は、上層より耕土・床土、弥生時代中期～古墳時代後期にかけての遺

物を含む淡茶灰色砂質土層・黄白色粘質土層が調査地区全体に広がって堆積 している。以

下、大形濤状遺構の堆積の影響を受けて複雑な砂・砂質土・粘質土が互層状態を成 してい

る。弥生時代中期～古墳時代前期にかけての生活面は、青灰色粘土層 (一部黄灰色粘土層 )

であり、平均標高約5.7mを 測る。弥生時代前期の生活面は、灰色粘土層であり、同じく

約5.3mを 測る。また、調査地区南西部で砂質土層の互層状態の中に、弥生時代中期の上

器片が土器溜め状態で検出された。

3.遺  構(図版35・ 36)

当調査地区からは、弥生時代前期から同後期の大形の濤 4条、土壊 1基、少数の柱穴跡

が検出された。

濤-1

濤-1は、調査地区内の南東部を北東から南西に連なる断面V字形の濤で、濤幅約4.0

m、 深さ約1.18mを 測 り、濤底は南西に低 くなっている。濤は、弥生時代中期の生活面青

灰色粘土層 (一部黄灰色粘土層)の下層の、灰色粘土層より掘られており、濤-1の南西部

は濤-3に よって、北東部は濤上部が蒔-2に よってそれぞれ切られている。濤内には、

-1-



レンズ状に 5層に分けられる粘土 。粘質土・砂土が堆積しており、下層の黒色粘土より畿

内第 I様式の壷・甕の上器片が僅かながら出上している。これらの点から、濤-1は弥生

時代前期の濤と思われる。また、その関係は調査地区外であるため明確でないが、濤-2

の最下層の濤と出土遺物の時期並びに層位が同一であることから、交差・ 合流するものと

思われる。

濤-2

濤-2は、調査地区内を北西から南東に連なるが、その大部分が調査地区外に延びるた

め濤の規模 。性格などは明確でない。濤は、出土遺物・層位から弥生時代前期と同中期、

古墳時代前期の 3時期に渡って存在 し、同前期は濤-1と 同じく灰色粘土層を濤肩とし、

同中期は青灰色粘土層 (一部黄灰色粘土層)を肩として掘られている。また、上層の古墳時

代前期の濤は調査地区北部では濤-3(E)の 堆積層と交わっており、層位的には濤-3

(E)埋没後に濤-2は掘られている。

弥生時代前期の需-2は、灰色粘土層を濤肩として、なだらかな傾斜で掘られており、

調査地区内では濤の西肩のみしか検出されなかったため明確でないが、北から東へほぼ直

角に蛇行 しているものと思われる。しかし、その形態と周辺の調査から同時期のこれほど

の規模の濤が検出されていないことから、濤でなく沼地のような落ち込みであったとも考

えられる。その規模は、幅 8m以上、深さ0.3m以 上を測る。落ち込みの中 。上層は、同

中期の濤によって削平されており、最下層の黒色粘土層が底から肩にかけて薄 く検出され

たのみである。同粘土層より畿内第 I様式の上器片が僅かに検出された。

弥生時代中期の濤-2は、調査地区の東半を濤-3(E)と 並行して北西から南東に連な

り、濤-1を削平している。濤肩を越えた堆積土は、濤-3のそれと交わって調査地区全

体に広がっている。濤-2の規模は、その全体を検出していないため明確でないが、幅10

m以上、深さ1.2m以上を測る。また、その堆積層の状態と出土遺物から、同時代中期 (畿

内第Ⅲ様式)以降濤は造られ、同中期 (畿内第Ⅳ様式)頃埋没した。その後、古墳時代前期

頃幅 1～ 2m・ 深さ0.4～ 0.6m前後の自然流路が何度もでき、また埋まるといったことを

繰 り返 して、濤は短期間で完全に埋没する。

濤-3

濤-3は、調査地区中央を北西から南東に、並行 して連なる濤-3(W)と 同(E)の 2条

の濤である。 2条の濤は、調査地区北部では合流するが、南部では、幅1.5m以上の堤を

もって分流する。層位的には、濤-3(E)埋没後に同(W)が掘られている。

濤-3(E)は 、西肩の上層は同(W)に よって削平されているため規模は明確でないが、

幅 5m以上・深さ2.03～ 2.15mを測る断面U字形の大形の濤で、底部は北から南へ僅かに

低 くなっており、平均標高3.6mである。また、調査地区南東部で、濤-1を 削平 してい

る。濤内にはレンズ状あるいはブロック状に砂 。砂質・粘質土・植物遺体層が互層状態を

成 して、複雑に堆積 している。上層は濤-3(W)の 堆積層と重複 しているため、濤-3
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(E)の 遺物として取 り上げておらず、中・下層の各層から畿内第 H様式～第Ⅳ様式の土器

が検出された。

濤-3(W)は 、東側を同(E)の 上層を削平して連なる幅約 8m、 深さ2.08～ 2.17mを測

る断面U字形の大形の濤で、底部は一部 2段の肩を成す。また底部は北から南へ僅かに低

くなっており、平均標高3.55mである。濤内には、砂・砂質土、植物遺体層がレソズ状あ

るいはブロック状に互層状態を成して、複雑に堆積している。上層の堆積層は他の濤と同

じく、濤肩を越えて広 く広がり、西側の生活面には、流れによって削り取られたと思われ

る落ちこみが見られる。また、激 しい流れを思わせる痕跡として、濤の壁面が狭 り取られ

て、その粘土が濤の堆積層内に玉状になって転がっているのが観られた。遺物は、上 。中・

下層の 3層 に別けて検出を試みたが、濤の堆積状態からみても層位的検出は困難であり、

事実各層での遺物の時期差はほとんど無く、比較的上層に古墳時代前期が多く、中 。下層

に畿内V様式が多くみられた程度である。その他各層から機内第Ⅲ～第Ⅳ様式の土器片が、

少ないながらも検出されている。

土壌 1

土羨-1は、濤-2の堆積層上に位置する径0.62m、 深さ0.25mの円形すりばち状土壊

で、土壌内には灰色砂質土が堆積 しており、畿内第Ⅲ様式の上器片が検出されたが、層位

的には弥生時代後期～古墳時代前期頃のものと思われる。

柱穴跡

当調査地区は、調査面積の60%以上を濤状遺構が占めているためもあり、柱穴跡は少な

く、11穴のみであった。そのいずれもが、径0.1～0.2m、 深さ0,05～ 0。 15mほ どの小形の

もので、時期も土羨-1と 同じく濤-2の堆積層上に位置することから、弥生時代後期～

古墳時代前期頃のものと思われる。

4.  �艶    祟勿(屋コ川反51^v54・ 69070)

当調査地区からは、コンテナバットに約45箱の遺物が出土 した。その多くは、濤-2と

濤-3(E)・ (W)である。しかし、その多くは濤出上の土器であるため細片が多く、復元・

図示できるものは少なかった。また、濤自体も遺物の層位的検出が困難であったため、明

確な層位的差が認められない。他に石器 。銅鐸型土製品などが出上 している。以下、各遺

構別に記述 していく。なお、古墳時代前期の土器に関しては、東奈良遺跡の土師器編年

(東奈良遺跡調査概報 I 昭和54年 )を使用している。また個々の土器の詳細は、土器観察

表を参照されたい。

溝-2

濤-2か らは、上・ 中・下・最下層より畿内第 I様式～古墳時代前期の土器が出土した

が、いずれも細片が多く、図示できるものは少なかった。
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弥生式上器

重 1・ 2、 甕 3・ 4は、いずれも破片ながら畿内第 I様式。その他図示できなかったが、

畿内第 I様式の重 。甕の口縁・底部片が最下層の黒色粘土層から出土 している。無頸鉢 5

は畿内第Ⅲ様式、重 7は畿内第Ⅲ様式、三13は畿内第Ⅳ様式、高芥221よ 、内傾ぎみに立ち

上がる浅い鉢型の外部の畿内第Ⅳ様式。そのほか脚部の12・ 24が出土 しており、いずれも

下層並びに中層出上である。

土師器

重31・ 32は東奈良Ⅲに位置すると思われ、上層出土である。そのほか同時期の細片が出

土 しているが図示できるものは少なかった。

薄-3(E)

濤-3(E)は、上層を濤-3(W)に よって削平されているため、中・下層の 2層 に別け

て土器を検出している。下層は中層に比較 して出土量が少なく、図示できるものもなかっ

たが、いずれも畿内第Ⅲ～第Ⅳ様式である。

弥生式土器

重 6は太い頸部から外反 し、口唇部で上下に肥厚するタイプで、畿内第Ⅲ様式。同14は

口唇部が下方に大きく肥厚するタイプ、15・ 17は 口縁部がくの字形に外反し、口唇部で立

ち上がるタイプ、18は無頸壺で、いずれも畿内第Ⅳ様式。甕 9は肩部にモミを押 し付けた

ような記号が 3カ 所見られる。同10・ 20は大形品で、10には口唇部端面に凹線紋を施す。

9は畿内第 111様式、10・ 20は第Ⅲ～第Ⅳ様式である。鉢23は 口唇部外面に 2条の凹線紋を

施す第Ⅳ様式である。その他重蓋26が出土 している。

溝-3

濤-3(W)は 、上 。中・下層の各層から畿内第 V様式～古墳時代前期の土器が出土して

おり、特に上 。中層から多くの上器が出土 した。

弥生式土器

下層出上の三27は、長頸重と呼ばれるタイプで、口頸部にヘラによる記号のようなもの

が描かれている。中層出上の同28は、27に比較 して口唇部でやや外反、同じく肩部にヘラ

記号が描かれている。甕29は下層出土、台付き片日の同30は上層出上、中層出上の甑40は

口唇部外面に粘土紐をたし厚く肥厚させている。いずれも畿内第 V様式である。

土師器

甕34・ 35は、口唇部端部に横ナデによる面を持ち、叩き日も底部まで行っていない突出

平底であることから畿内第 V様式の要素を残す東奈良 Iである。同36・ 38は叩き目を底部

まで行い、37は底部底にも叩き目を行っている。36・ 38は東奈良 H、 37は同Ⅲである。

土器溜り

調査地区南西部で、淡灰白色砂質層の一部に淡茶灰色砂質層が互層状態で検出され、多

くの畿内第Ⅲ～第Ⅳ様式の上器片が出土したが、図示できるものは 2点のみであった。
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弥生式土器

壺16は、口縁部がくの字型に外反し、口唇部で立ち上がるタイプ。用途不明の39は、底

部・側面に多数の穴を穿ち、口唇部にも一対の穴を穿った多孔土器。内面には淡灰白色の

付着物が残っている。

包含層

調査地区全体に広 く堆積していた淡茶灰色砂質層・責白色粘質土層より畿内第Ⅲ様式～古

墳時代前期が出上 している。

弥生式上器

重 8は 口頸部を欠くが、胴部に雑な櫛描き直線紋と波状紋を施す。11は 口縁部外面に

櫛描き簾状紋・ 同波状紋を施す。いずれも畿内第Ⅲ様式である。その他、畿内第Ⅳ様式の

甕19・ 高芥21・ 同脚部25が出土 している。

その他の遺物

銅鐸型土製品41は、銀の部分のみであるが、両面に鋸歯紋が施されていた濤-3(W)上

層出土である。濤-3(E)出 土の上製品42は 、用途が不明確であるが、径4.6cm・ 長18.5

cm。 重さ505gを 測 り、長軸のほぼ中心に穴を貫通させていることから、大型の上錘とも

考えられる。

石器

石器としては、薦-3(E)中 層から石槍43・ 蛤刃石斧44、 他に土器溜 りから扁平石斧46

が、包含層から柱状石斧45・ 環状石斧47・ 石包丁48が出土 している。

5日 結  語

当調査地区は、弥生時代前期から古墳時代前期にかけての濤状遺構が集中する箇所であっ

た。弥生時代前期には北東から南西に連なる蒔-1が存在し、濤-1埋没後弥生時代中期

中美ころ、北西から南東に連なる濤-2・ 3(E)が造られた。濤-2・ 3(E)が 埋没ある

いはその機能を失った頃の弥生時代後期には再び、蒔-3(E)に ほぼ並行する濤-3(W)

が造られている。各濤が人口のものか自然のものか明確でないが、大形の濤が長期間必要

であった環境がこの付近一帯にあったものと思われる。
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HN H-4-E・ F地区(88-5)弥生式上器観察表    ( )現 存値
図版番号

写真―実測図

土器番号

遺   構 法   量

(cll)

形 悪 技 法 備 考

13-51

1

語 -2

最下層

口径  168

腹径   ―

底径   一

器高 (57)

頸部から大きく外反する後縁部。

口唇部は、丸味をもった面をもつ。

口唇部内外面は横なで、他は風化によっ

て不明。頸部にヘラ描き沈線紋 2条を施
す。

淡乳白褐色

2～ 5 4Unの砂粒を含む。

良好

13-51

2

濤 -2

最下層

口径   ―

腹径  93

底径  44

器高 (66)

丸味をもった体部。底部は、体部に比較

して大きく、器壁 も厚い。

体部外面はヘラ磨き、底部外面は指おさ

え、他は風化によって不明。

淡乳白褐色

2～ 511dの砂粒・ 金雲

母を含む。

良好

13-52

3

濤 -2

最下層

口径  347

腹径   ―

底径   ―

器高 (50)

口縁部は短 く外反 し、日唇部は丸 く終る。

口縁部外面に指おさえの後、内外面横な

で、体部外面は縦ヘラ磨 き、他は風化に

よって不明。

淡乳白褐色

05～ 5 tudの 砂粒を多
く含む

良好

13-52

4

濤-2

最下層

口径  187

腹径   ―

底径   ―

器高 (88)

大きく外反する口縁部。日唇部は、九味

のある面をもつ。

日縁部内外面ともに横なで。体部外面は

縦ハケ調整。内面は風化によって調整不

明。頸部に幅広いヘラ描き沈線紋 6条 、
口唇部端面に同亥」目紋を施す。

乳白色

2剛程の砂粒を多 く含

む。

良好

13-51

5

藩-2

下層

口径  348

腹径  386

賎径   一

器高 (104)

最大腹径部より内傾 ぎみに立ち上が り、

頸部付近で直立する。口縁部は水平に短

く屈曲し、日唇部端部に面をもつ。

口縁、頸部は、内外面とも横なで。体部

内外面ともなで調整。頸部から最大腹径

まで、直線紋で始まり、波状紋で終る櫛

描紋を交互に施す。

乳赤自色

1～ 31dの砂粒、クサ

レ礫を含む。

良好

一　

　

　

６

濤 -3(E)

中層

口径  208

腹径   ―

底径   ―

器高 (118)

外傾ざみの頸部から、口縁部で大きく外

反する。口唇部で上下に肥厚し面をもつ。

口縁部から頸部上位まで内外面とも強い

横なで。頸部下位内面は横方向、体部縦

方向のなで。外面は縦方向のハケロ調整

が残る。頸部から肩部に櫛描波状紋、同

直線紋を施す。口縁部内面に列点紋、口

唇端部に凹線紋を施す。

淡黄褐色

05～ l ullの 砂粒、ク
サレ礫、金雲母を含む。

良好

10-5]

7

濤 -2

下層

口径  216

腹径   ―

底径   一

器高 (127)

太い頸部から大きく外反する日縁部。日

唇部は上・ 下に肥厚 し、内傾 ぎみの面を

もつ。

口縁部から頸部上位 まで内外面とも横な

で。頸部中位から体部の内面はハケロ、

同外面は調整不朗。頸部から肩部に櫛描

直線紋、日縁部内面に同波状紋、口唇部

外面に凹線紋を施す。

乳白禍色

0 5mm程 度の砂粒、 ク

サレ礫を含む。

良好

10-51

8

包含層

口径   ―

腹径  162

残径  44

器高 (118)

最大腹径の張 りが大きく、体部中位にあ

る。

体部内外面の調整は、風化が著しく不明

わずかに体部内面下位に雑なハケロと指

痕が残る。肩部から最大腹径部に雑な櫛

描直線紋を施し、同波状紋で終る。

淡乳褐色

18U4程 度の砂粒、クサ

レ礫を多数合む。

良好

10-52

9

濤-3(E)

下層

口径  139

腹径  162

底径  57

器高  214

器形に比較 して、大きい底部。最大腹径

は上位にある。日縁部は大きく屈曲し、

日唇部で上方にわずかにつまみ上げ、面

をもつ。

日縁部・頸部は内外面ともに横なで。体

部上位はなで。下位はヘラ削 りの後一部

なで。底部は指おさえ、底面はなで。体

部内面は指おさえの後なで。肩部に糎を

押さえ付けたような跡が 3カ 所。最大腹

径下位に薄 くすす付着。

淡灰黄色

徴砂粒を含む。

良好。竪緻

一　

　

　

１。

濡 -3(B)

下層

口径  284

腹径   ―

医径   ―

器高 (115)

大きく張 った肩部。日縁部は「 く」字形

に外反 し、日唇部端面で上方に肥厚する。

日縁部・ 頸部は内外面ともに横なで。体

部外面縦ハケの後なで。内面頸部は横ハ

ケ、体部は荒いハケの後網いハケロ調整

頸部外面に粘土組の後が残る。

乳灰黄色

微砂粒を含む。

良好

-53

11

包含層

口径  240

腹径   ―

底径   ―

器高  n3

体部下位より内弯ざみに立ち上がり、日

唇部端部は断面三角形をなし、内側にわ

ずかにつまみ出している。

口縁部内外面とも、櫛摘紋施紋後横なで

体部外面横方向のヘラ磨 き、内面横方向

のなで。日唇部にヘラ刻 目紋、口縁部外

面に雑な櫛描簾状紋と波状紋を施す。

淡乳灰色

1～ 3 mmの砂粒を含む。

良好
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図版番号

写真―実測図

土器番号

遺   構 法  量

(℃m)

形 悪 技 法 備 考

-53

12

濤 -2

下層

日 径    ―

腹径   ―

底径  97

器高 (59)

裾開きの下さい脚部。脚端部は丸 く終る

脚部内外面は縦ハケロ調整、端部は横な

で。紋様は上位より雑な櫛描波状紋、ヘ

ラ結き沈線紋 4～ 5条。ヘラ抽鋸歯紋、
ヘラ描沈線紋 1条を施す。

乳灰白色

l tuaの 黒色砂粒を含む。

良好

10-51

13

藩 -2

下層

口径  258

腹径   ―

底径   ―

器高 (115)

太い頸部から、外反する日縁部、日唇部

は下方へ肥厚 し、幅広い面をもつ。

口縁部は内外面とも横なで、頸部は内外

面ともなでを行ってお り、外面に小さな

指圧痕が残る。日唇部外面に凹線紋 7条

貼付円形浮紋 8ケ所、同内面に櫛描扇状
紋。頸部に凹線紋 2条、櫛描波状紋を施
す。

乳赤白色

05～ l lmの砂粒 とク
サレ礫を含む。

良好

10-51

14

簿 -3(E)

中層

口径  136

腹径   ―

底径   ―

器高 (48)

頸部から外反する口縁部。口唇部で下方
へ肥厚 し、面をもつ。器形に比較 して、

器壁が厚い。

口縁、頸部は内外面とも横なで。日唇部

外面に幽線紋 3条、貼付円形浮紋 6ケ所
内面に櫛描波状紋を施す。

淡乳茶灰色

0 5Eu前 後の砂粒 とク

サレ礫を含む。

良好

13-

15

薦-3(E)

中層

口径  459

腹径   ―

底径   一

器高 (166)

太い頸部から外反し、曲折して、外傾ぎ

みに立ち上がる日縁部・ 口唇部は内外に

肥厚する。

日縁部外面上位から内面にかけて、横な

で。口縁部外面下位から曲折部下位まで、

横方向のハケロ。以下頸部まで縦方向の
ハケロ、同内面は横方向のハケロ調整を

行っている。頸部に指押え貼付突帯紋を

施す。

淡灰黄色

1～ 2 oBの砂粒、長石

を含む。良好

全体の1/15の破片よりの

反転復元のため、日径に

誤差があると思われる。

10-51

16

包含層

(土器溜 り)

口径  226

腹径   ―

底径   ―

器高 (147)

内傾する頸部から外反し、曲折して、外

傾ぎみに立ち上がる口縁部。日唇部tユ内

面へわずかに肥厚する。

日縁曲折部は内外面とも横なで。他は風

化が著 しく不鮮明であるが、外面を縦、

内面を横方向にハケロ調整を行 っている

と思われる。頸部にヘラ押え貼付突帯紋

を施す。

乳赤自色

05～ l auDの 砂粒 とク
サレ礫を含む。

やや軟質

-51

17

濤-3(E)

中層

口径  274

腹径   ―

底径   一

器高 (68)

口縁部は、大きく外反 し、曲折 して外傾

ぎみに立ち上がる日縁部。日唇部は内面
へわずかに肥厚する。

口縁曲折部は内外面とも横なで、他はな

で調整。凹線紋 2条を施す。

淡灰黄色

lm前後の砂粒と金雲
母を含む

良好

[3-51

18

濡-3(B)

下層

口径  158

腹径  187

底径   ―

器高 (121)

最大腹径は中位より上位にあって、よく

張っている。日縁部は内弯 し、日唇部で

内面に肥厚する無頸壷。

口唇部内外面は横なで、他は内外面とも

横ヘラ磨き。口縁と最大腹径上位に凹線

紋を 1条と 3条施す。 2孔一対の円孔を
日縁部に穿つ。

淡灰褐色

微砂を含む。

良好

13-52

19

包含層

口径  360

腹径  431

践径   ―

器高 (150)

最大腹径が体部上位にある。日縁部は、

「 くJの字形に屈曲し、日唇部で上下に
肥厚 し面をもつ。

口縁・頸部は横なで、体部内面下位は縦、

下位は横方向のハケロ調整。外面は風化

のため不明。

淡乳責色

1～ 3山の砂粒を含む。
良好

-52

20

驀-3(E)

中層

口径  322

腹径   ―

底径   ―

器高 (122)

内傾ぎみで立ち上がる頸部。短く外反す
る口縁部。上下にわずかに肥厚する口唇
部。

口縁部内外面とも横なで。頸部から体部

上位は、縦ハケロの後なで、その後横方

向のハケロ。内面は斜、横方向のハケロ

調整。

階褐色

徴砂粒を含む。

良好

11-53

21

包含層

口径  219

腹径   ―

底径   一

器高 (125)

芥部下位は内湾ぎみに伸び、曲折 して斜

上方に立ち上がる。日唇部は内外に肥厚

する。円板充壊法。

口縁曲折部は内外面とも横なで。芥部下

位は、内外面とも風化が著 しく不群明で

あるが、ヘラ磨 きと思われる。

乳黄灰色

1～ 3a」 dの砂粒を含む
口縁部外面に黒斑。

良好

-53

22

濤 -2

下層

口径  281

腹径   ―

底径   ―

器高 (94)

鉢型の外部。口縁部は内傾 し、口唇部で

内外に肥厚する。

口縁部内外面は横なで。外部下位内面は

横方向ヘラ磨き、外面は摩耗が著 しく不

明。

淡黄灰色05～ 2 mmの
砂粒とクサレ礫を含む。

良好。

13-53

23

幣-3(E)

中層

口径  171

腹径   ―

底径  41

器高  88

体部は底部より内弯ざみに立ち上がり、

口唇部で内面へ肥厚する。

口縁部内外面は横なで。体部外面中位カ

ら下位はヘラ削 り、同内面はヘラ磨き。

日縁部外面に凹線紋 2条を施す。

灰褐色

05～ 2画 の砂粒 とク
サレ礫を含む。

良好

-7-



図版番号

写真―実測図

土器番号

遺   構 法  量

(em)

形 態 技 法 備 考

-53 藩-1

下層

口 径    ―

腹径   一

底径  122

器高 (114)

脚台部のみ残存。太い中空柱状部から斜

めに開 く裾部。

柱・裾部外面は縦ヘラ磨き、同内面なで。

裾端部内外面は横なで。円板充填法。

淡灰黄色

1～ 2mの砂粒と金雲
母を含む。

良好

-53

25

包含層

日径   ―

腹径   ―

底径  153

器高 (152)

脚部のみ残存。弯曲ぎみの中空柱状部か

ら下方へ大 きく外反する裾部。裾端部は

上下へ肥厚する。

柱・裾部外面は縦ヘラ磨き。裾部内面は

ヘラ削 り。裾端部内外面は横なで。円板

充填法。

暗灰褐色

2～ 3 mmの砂粒を含む。

良好

13-51

26

濡-3(E)

中層

口径   ―

腹径   ―

底径  170

器高 (39)

笠型壷用蓋形上器。端部で下方へわずか

に肥厚 し、小さな面をもつ。
内面はなで。端部は横なで。

暗灰褐色

微砂粒を含む。

良好

11-53

27

濤 -3(W)

下層

口径  132

腹径  183

底径  53

器高  311

完形品。内弯ぎみの円筒状の口頸部。突

出平底の底部。腹部の張 りが大きく、体

部高より大きい。

口唇部は指押えの後なで。日縁、頸部内

面はなで、外面は縦ヘラ磨 き。体部は斜

め方向のハケロの後で、粗 く横方向のヘ

ラ磨き、頸部にヘラ記号。体部に粘土紐

の継ざ跡が残る。体部下位に円形の黒斑。

灰褐色

05～ lmの砂粒を含
む 。

良好

-53

28

濤-3(W)

中層

口径  123

腹径   ―

底径   ―

器高 (152)

円筒状の頸部から、外反する口縁部。

日唇・ 口縁部は内外面とも横なで。頸部

外面は斜め方向のハケロ、同内面は指押

えと無調整に近いなで。肩部にヘラ記号。

淡赤黄褐色

05～ 1画 の砂粒 とク
サレ礫を含む。

良好

12-52

29

薦-3(W)

下層

日径  133

腹径  125

底径  57

器高  126

倒鐘形の体部をなし、口縁部は外反 し、

腹径より大きい。日唇部は小さな面をも

つ。底部は器形に比較 して大きい。

口縁・ 頸部は内外面とも横なで。体部内

外面はなで。底部は指押え。体部上位に

滞 く煤が付着する。

灰褐色

1画前後の砂粒を含む。

良好

11-52

30

濤 -3(W)

上層

口径  131

腹径  127

成径  86

器高  151

脚台部が付 く葵。最大腹径は体部上位に

ある。頸部が締 り、日縁部が外反 し、ロ

唇部で上方へわずかにつまみ上げており、

片日になっている。

口縁・ 頸部は内外面とも横なで。体部外

面は縦ヘラ磨き。体部内面と脚台部内外

面ともなで。体部中位に黒斑。

淡乳灰黄色

lm前後の砂粒を含む。
良好

11-54

39

包含層

(上器溜 り)

口径  64

腹径  72

底径  46

器高  80

口縁部はやや内弯 し、体部上位がやや張

る。平底、体部下位から底部に、焼成前

の多数の穿孔があり、日縁部にも 1対の

穿孔がある。

口縁部は内外面とも機なで。体部外面は

ハケロ、内面は自濁色の付着物のため不

明。

淡灰褐色

1～ 2的の秒粒を含む。

良好

12-53

40

濤 -3(W)

中層

口径  232

腹径   ―

底径  31

器高  118

甑型土器。小さな突出ぎみの底部から外

上方へのびる体部。口縁部外面に粘上紐

を継ぎ足 して肥厚させている。

日唇部は雑な横なで。体部内外面とも放

射状のハケロ調整。底部指押え。

1孔 (厚 さ09山 )

淡茶褐色

051dと 5 Eua大の砂粒
を含む。

良好

HN H-4-E・ F地区(88-5)上師器観察表 (  )現存値

図版番号

写真―実測図

土器番号

遺   構 法  量

(cm)

形 悪 技 法 備 考

31

濤-2

上層

口径 (174)

腹径   ―

底径   一

器高 (71)

外反 ぎみの頸部から、外反する日縁部。

日縁部は稜をもってさらに外反すると思

われるが RIl脱 している。

口縁部は内外面とも横なで。頸部、肩部

外面はヘラ磨き、同内面はなで。日縁部

中位に櫛描波状紋を施す。

乳赤黄色

2 mm程の砂粒とクサレ

礫を含む。

良好

-8-



図版番号

写真―実測図

土器番号

遺  縛 法   量

(cal)

形 態 技 法 備 考

32

濤-2

上層

回径  191

腹径   ―

底径   一

器高 (79)

二重 口縁。筒状頸部から水平近 く屈曲し

崚をもって外反する日縁部。日唇部は丸

く終る。

口縁部は内外面とも横なでの後、内面は

横方向のヘラ磨き、外面は荒い横・縦方

向のヘラ磨き。他は内外面ともなで。

乳黄灰色

1～ 311の 砂粒とクサ
レ礫を含む。 良好

一　
　
　
開

繕 -3(W)

上層

日径   ―

腹径  133

底径   ―

器高 (133)

体部のみ残存。丸底の球方の体部。 内外面とも風化が著 しく調整不明。

白濁色

05～ lmの 砂粒 とク
サレ礫を含む。

良好

-54

34

濡 -3(W)

上層

口径  162

腹径  175

底径  40

器高  215

体部は最大腹径が上位にあって、縦長で

ある。口縁部は外反 し、口唇部で斜め上

方へつまみ上げ面をもつ。医部は突出ざ

みの平底。

口縁部は内外面とも横なで。体部外面は

右上 りの叩き目 3段。一部なで。底部に

木葉痕が残る。

乳黄色

1～ 3 mmの 砂粒とクサ
レ礫を含む。

良好

-54

35

絡-3(W)

上層

口径  148

腹径   一

底径   ―

器高 (64)

体部は肩部が張る。口縁部は外反 し、ロ

唇部でつまみ上げ面をもつ。

口縁部は内外面とも横なで。体部外面は

右上 りの叩き日、内面は指押え、ハケロ

を行っている。

淡灰褐色

lm前後の砂粒を含む。
良好

12-54

36

濤 -3(W)

上層

口径  162

腹径  194

底径  39

器高  247

最大腹径が中位にある胴長の体部。口縁

部は外反 し、日唇部は小さな面をもつ。

平底。

口縁、頸部は内外面とも横なで。体部外

面は右上 りの叩き目2段、内面は横方向
のハケロの後なで。体部中位より上部に

厚 く煤が付着。

淡灰黄色
2～ 7 mm大 の砂粒を多
く含む。

良好

12-54

37

幣-3(W)

上層

口径  154

腹径  183

底径  45

器高  195

最大腹径の張 りが大きく、体部中位やや

上位に位置する。外反ざみの頸部よりさ

らに外反する日縁部。日唇部は小さな面

をもつ。平残。

口縁・頸部は内外面とも強い横なで。体

部外面は右上 りの叩き目2段、同内面は
なで。底部は叩き底。底部上位より上部

に厚い媒付着。

淡灰濁色

1～ 3 duaの砂粒を多 く

含む。

良好

12-54

38

需-3(W)

上層

口径  142

腹径  137

底径  22

器高  122

最大腹径が中位より上にあり、器高より

腹径が大きい。日縁部は外反 し、日唇部

に小さな面をもつ。頸部内面に稜がある。

小さな平底。

口縁・頸部は内外面とも横なで。体部外

面は右上 りの叩き目の後一部なで、内面

はなで。外面に燥付着。

淡灰黄色

1～ 211の砂粒を含む。

良好

HN H-4-E・ F地区(88-5)土製品・石器観察表  ( )は現存値
図版番号

写真―実測図

番  号

遺  構 法      量

(cm・ g)

特 徴

13-69

41

濤 -3(W)

上層

高   (33)

幅   (64)

厚    10

重量   一

銅鐸型土製品の組の部分。断面は幅の狭い台///を なす。両面に鋭利なもので彫った鋸歯紋

が描かれている。

13-54
42

濤 -3(E)

中層

長   185

径    46

穴径   09

重量  505

板状の粘土を棒状の心に巻きつけ成形 し、焼成前に抜き取ったと思われ、その継ぎ跡の亀

裂がみられる。表面はなで調整。

13-69

43

鴨-3(E)

中層

長   103

幅    27

厚   115

重量  305

打製石槍。断面は菱形、鏑部は両面ともステップ状創離、側辺と先端部は調整剣離と混在

し、全体に粗雑な作 り。サスカイト。

13-69

44

簿-3(E)

中層

長    く95)

幅   (70)
厚   (52)

重量  (6145)

太型蛤刃石斧。基部中央で横割れ、基端の一部が破損。基端は幅広 く、厚 く敲打痕が残る

砂岩 ?

13-69

45
包含層

長   (213)

幅    33

厚    35

重量  (6075)

柱状片刃石斧。長さ21 3cm以上、重量6075g以上の大形品。 B面刃部とA面刃部側面が

剣離欠損。断面は正方形。粘板岩。

13-69

46

包含層

(上器溜 り)

長   (155)

幅   (71)

厚   (19)

重量   (313)

扁平片刃石斧。大形品。刃・基端部が欠損。平面は長方形、断面は扁平な長方形で、基部

より刃部の幅が広い。泥岩。

13-69

47
包含層

外径  (91

内孔径  28

厚    21

重量  (337)

環状石斧。約1/2個 体。刃部は蛤刃状をなすが刃縁の欠損が著 しい。刃部の一部は再研磨

が施されている。しかし、残存部は研磨痕・線状痕もなく、中心孔に光沢が有る。粘板岩。

13-69
48

包含層
長   (111

幅    43

厚    08

重量  (575)

石包丁、内弯刃形 。片刃。右側へい くにつれて幅が狭 く、厚みも薄 くなる鎌形をなす。紐

擦れ痕はほとんど認められない。

-9-



Ⅱ 東奈良遺跡(88-6)H・ N H-4-M・ N地区

1.調査経過

所 在 地 茨木市沢良宜西 1丁 目28-1

調査面積 440ぽ

調査期間 昭和63年 7月 11日 ～同年 8月 26日

届出理由 共同住宅建設

当地区は、昭和48年以来の周辺の発掘調査によって、弥生時代中期から古墳時代前期に

かけての大形の濤が集中するところであることが確認されており、事実当地区南東約30m

の昭和63年 4月 に実施したHoN I-4地 区の調査によって古墳時代前期の濤が確認さ

れ、その連なりから当地区西部で検出されると思われていた。

そのHoN I-4地 区の調査中の昭和63年 5月 6日 、マンション建設に伴 う埋蔵文化

財確認調査依頼によって試掘調査を実施 した結果、耕土面下約0.5mの 茶灰色砂質層から

土師器片が検出され、また上記の事実から遺構・遺物を検出することが十分予測されるた

め、発掘調査の必要があることを依頼者に報告する。その後、依頼者と茨木市教育委員会

と協議の結果、昭和63年 7月 11日 から調査を実施することになった。

2.  梶雷    れ五(彊コ兄反37・ 38)

当調査地区の層位は、東・南・北壁面の一部、また南壁面に並行に掘った トレンチを利

用して実施 した。その結果、耕土面下約0.4～0.6mま では耕土・床土・包含層が比較的フ

ラットに堆積しているのに対 して、調査地区西部から南東部にかけてはそれより下層が大

形の需が影響して複雑な堆積状態を示していた。基本層位は、上層から耕土、灰色砂質層・

淡灰色砂質層 (床土)・ 暗灰色粘質砂層が全面に堆積 し、以下北東部・東部では、古墳時代

以降の一時期の生活面である灰黄色砂質層、弥生時代中期から古墳時代前期にかけての遺

物を含む暗茶灰色砂質層・淡茶灰色砂質層、弥生時代中期から古墳時代前期にかけての生

活面である淡灰色微砂質層が堆積している。西から南東部にかljては、大形の鴨を含む 2

条の薦の影響を受けて砂・砂質層がレンズ状に、包含層の暗茶灰色砂質層上に堆積 してお

り、以下弥生時代中期から古墳時代前期にかけての生活面である灰色砂質層、責白色砂質

粘土層、灰色粘土層、黒色粘土層、暗灰色粘土層、黒灰色粘土層、灰色粘土層が堆積して

いる。なお、弥生時代中期から古墳時代前期にかけての生活面の平均標高は、5.8～6.Om

を測る。

3.  �霊    若野(図州反37・ 38)

当調査地区から検出された遺構は、濤 5条、土羨10基、甕棺墓 1基、柱穴跡約20穴、土

器溜 りなどである。
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滞-1

濤-1は 、調査地区の西端部をほぼ南北に縦走する幅約10m、 底幅約1.0～2.Om、 深さ

約1.8～ 2.3mを測る断面U字形の大形の濤である。なお、濤底は北から南へ僅かに低 くなっ

ており、標高約4.0～ 3.6mを測る。濤-1の東肩に層位的にはやや時期がさかのぼる濤―

5があり、西肩はその一部を検出したのみである。この大濤は、生活面の灰色砂質土以下、

沖積層の灰色粘土層、黒色粘土層、暗灰色粘土層、黒灰色粘土層、灰色粘土層、淡灰色粘

土層まで掘られている。なお、一部がさらに下層の砂層にまで達しているため濤底が砂地

に成っている。濤内には、20層以上に分けられる砂・砂質土・粘質土・植物遺体層が、レ

ンズあるいはブロック状に互層を成 して堆積している。上層の堆積は生活面を越え、層位

的にはさらに上層の古墳時代以降まで濤の流れが存在していたことを示 している。中 。下

層の砂・粗砂・植物遺体層からは、多量の古墳時代前期の上器が検出された。濤-1は 、

当地区北北西約90mの H-3-A地 区で昭和47年度調査 (東奈良遺跡調査概報 I昭和54年 )
の時に検出された濤Ⅱ-3(大蕎 )、 さらに昭和48年度調査の北北西約220mの G-3-A

地 EXlで検出された濤―V(大濤)、 また南東約30mの I-4-BoC地 区で昭和63年度調査

(昭和63年度発掘調査概報 茨木市教育委員会)の時に検出された濤-1と各々規模・形態

は多少異なるものの濤の方向、出土遺物から同一の濤と思われる。今回検出された濤-1

と I-4-BoC地 区の濤-1は、他の濤に比較 して濤肩・底に起伏が多く自然水路に近
い形態をしていることから、東奈良遺跡の西部を北北西から南東へ縦走する古墳時代前期

の大薦は自然水路の一部を改修して利用 したものと思われる。

薄 -2

濤-2は、調査地区南東部で僅かに検出されたため明確でないが、濤幅0,37～ 0,43m、

深さ0.lmの 小形の濤で、北東から南西に連なり、濤内には淡茶灰色粘質砂層が堆積 して

いたが、遺物などは全く検出されなかった。層位的には、北側の畿内第Ⅲ様式と思われる

土羨-2よ りも新 しい。

薄-3

濤-3は 、調査地区北西部を北東から南西に連なる幅0.6～ 0.7m、 深さ0,1～ 0,15mを

測る深さに比較 して、底幅の広い濤である。濤内には、茶灰色砂質土が堆積し、畿内第Ⅲ

様式～第Ⅳ様式の上器が検出された。土器の多くは、濤底に接して検出され、また細片で

あったが、一部濤の南西部で検出された土器はほぼ完形品で、蒔上にはみ出した形で検出

された。 (図版40)

濤 -4

濤-4は、調査地区内でわずかに検出されたのみであるため明確でないが、北北西から

南南東へ延び、土羨-6よ って切られ、とぎれている。濤幅0,68m、 深さ0.3mを 測 り、

断面U字形をなし、濤内には茶灰色砂質土が堆積するが、遺物などは検出されなかった。

また、調査地区外であるため明確でないが、濤-4は濤-3と 交差、あるいは規模なども
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同じことから同一のものとも考えられる。

薄-5

濤-5は、濤-1の東肩に接して連なり、調査地区南部で東へ大きく蛇行する。濤幅は、

濤-1に よって西肩が削平されているため明確でないが、0.5m以上あったものと思われ、

深さは約0.5mを 測る。濤内には、砂・砂質・ 粘質土がレンズ状に互層を成 して堆積 し、

遺物は全 く出土しなかった。層位的には、濤-1よ りはさかのぼるが、時期差はあまりな

いものと思われる。

上壌 -1

土壊-1は、調査地区中央東よりで検出された径1.2m、 深さ0.25mを 測る円形の土羨。

土羨は、包含層検出時に既にその一部を検出していることから、実際はその深さはもっと

深かったものと思われる。土羨内には、炭化物を含む黒色砂質層を中心に、淡灰色土層が

レンズ状に堆積し、古墳時代前期の上器が検出された。

土装 -2

土羨-2は 、長軸1.53m、 短軸1.Om、 深さ0.28mを測 り、長軸を北西―南東にとる隅

丸長方形招 りばち状土壊。土壊内には、淡茶灰色・淡灰色砂質層が堆積しており、畿内第

Ⅲ様式の土器片が検出された。また、土壊-2に は南東に延びる濤状遺構を伴う。

上壌-3

土羨-3は 、長軸1.75m、 短軸1.Om、 深さ0.24mを 測 り、長軸を西北西一東南東にと

るやや歪んだ隅丸長方形招 りばち状土壊。土頻内には、茶灰色砂質層が堆積し、畿内第Ⅲ

～第Ⅳ様式の土器と石器が検出された。

土装 -4

土壊-4は 、濤-4の南西に位置し、長軸1.7m、 短軸0.55m、 深さ0.33mを浪1り 、長

軸を北東―南西にとるやや歪んだ細長い橋円形招 りばち状土羨。土羨内には、茶灰色砂質

層が堆積 し、古墳時代前期の土器片が検出された。

土装-5

土壊 -5tよ、土羨 -4の 南西にはぼ並行 して位置する小形の橋円形土壊。長軸0.92m、

短軸0.3m、 深さ0.23mを測る。土壊内には、他の上竣と同じく茶灰色砂質層が堆積 して

いたが、遺物などは全 く検出されなかった。

上装-6

土壊-6は、濤-4を切るように、濤の南西に位置する。長軸0,85m、 短軸0.64m、 深

さ0.22mを測る円形に近い招りばち状土羨。土羨内には他の土壊と同じく、茶灰色砂質層

が堆積 し、畿内第Ⅲ～第Ⅳ様式の上器片が検出された。

土壌 -7(図版39)

土羨-7は、調査地区北東部に位置 し、径0.62m、 深さ0.13mを測る円形の土羨。土羨

底部は、浅いピット状の落ち込みのために起伏がある。土羨内には茶灰色砂質層が堆積し、
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土羨底部より浮き上がった形で畿内第 III様式の甕型土器片が検出された。

土壊…8

土竣-8は、調査地区東部でその一部を検出したのみであるため明確でないが、東側の

土層壁面にその落ち込みが見られることから、さらに東側へ延び、土羨-2と重複するも

のと思われる。土残内には茶灰色砂質層が堆積し、畿内第Ⅳ様式の鉢型土器片が検出され

た。

土装 -9(図版39)

土竣-9は、調査地区北東部で検出された不整形な大形の土羨。長軸を北西―南東にと

り、長軸3.05m、 短軸0.8～ 1.2m、 深さ0.1l mを 測る。土羨上には、包含層検出時から土

器溜 り状に多数の土器が集中して検出された。これらの土器の大多数は、検出時の土壊肩

より0.1～ 0.2m浮 いており、唯一水差型土器54のみが土羨底に接して検出された。土器自

体は、完形品は少なく、一部を欠くものや細片であり、畿内第Ⅲ(新 )～第Ⅳ様式である。

奏棺墓 (図版39)

甕棺墓は、調査地区南西部の濤-2に接するように検出された。甕棺埋設の土竣自体は、

やや歪んだ円形の 2段に掘られた招 りばち状をなし、径0.65～0,70m、 深さ0.38mを 測る。

甕棺は、畿内第Ⅲ様式 (新 )の甕型土器の口縁部を上にして立った状態で検出され、また口

縁上には甕型土器の底部で蓋をしたような状態で検出された。さらに、包含層検出時に既

にその一部を検出していることから、包含層上 。中面から掘られていたものと思われる。

土器溜り(図版40)

包含層検出時に土器が集中的に検出される箇所が、土竣-9以外にも2カ 所検出された。

この土器溜 り1は、土羨-9の南南西約2.5mの距離を隔てて、北西―西南西に弓なり状

に長さ約2.5m、 幅約0.8mの 間に渡って存在した。土器は、土羨-9上のそれと同じく、

畿内第Ⅲ(新 )～第Ⅳ様式で、遺構検出面から0。 1～0.25m浮 き上がった状態で検出された。

しかし、遺構面には土残状の落ち込みは見られず、土器自体も大多数は細片化 していた。

また、そのほかにも小規模の上器溜 り2が土羨-3の北東で検出されている。

このような土器溜 りは、昭和47年度調査のH-3-H地 区 (東奈良遺跡調査概報 I昭和54

年)同 63年度調査の I-4-C地 区(昭和63年度調査概報)で も検出されている。

土装 -10

上竣 -10は、調査地区北東部に位置する径1.32m、 深さ0.47mを測る円形の上羨。土羨

底部には、径0.5m、 深さ0。 lmを測る浅い落ち込みがある。土竣内には、 6層に分けられ

る堆積層が見られ、11世紀頃の瓦器 。土師器片が検出された。土壌 -10は、検出時の深さ

が浅いものの井戸の可能性がある。

4.  貢義    彙勿(図川反55ハv62・ 70)

遺物は、各遺構・包含層から弥生時代中期から古墳時代前期の土器を中心にコンテナー
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バットに約50箱 出土した。その中心は、濤-1・ 土器溜 りからのものであるが、土器溜 り

出土の土器は残存状態が悪 く復元図示できるものは少なかった。なお、各土器の詳細は土

器表に記述 している。

弥生式土器

壼型土器 49・ 50は、最大腹径がやや下位にある球形に近い体部、太 く短い頸部から外

反して、口唇部で上下に肥厚 し凹線紋を施す。51は、最大腹径が中位にある球形に近い体

部、細 く短い頸部から外反 し、口唇部で下方に肥厚し凹線紋を施す。52は、外反ざみの頸

部から屈曲して立ち上がる口縁部、頸部に指押えの突帯紋を施す。49は濤 -3、 50・ 51は

土羨-9出上の畿内第Ⅲ様式 (新 )。 52は包含層出土の畿内第Ⅲ様式。

水差型土器 53は 、算盤玉状の体部と直口口縁部、脚部が付く。54は、やや胴長の体部

に外反する日縁部の壺に把手を付けたタイプ。53は畿内第Ⅲ様式 (新 )、 54は第Ⅳ様式の土

羨-9出土である。

甕型土器 55～ 57は、55・ 56は甕棺に転用していたもので、55は頸部が水平近く外反し、

57は くの字形に外反する。57は土壊-7出土のいずれも畿内第 III様式である。

用途不明の土器 63は、甕あるいは三の体部を縦に1/3に して、その側面部を使用 した

ような土器。土壊-9出土で、供伴土器から畿内第Ⅲ～Ⅳ様式であると思われる。その他、

土器溜 り1出土の高外脚部58、 土羨-3出土の脚部59、 土器溜り2出上の甕用蓋型土器60、

土器溜 り2出土の台型土器61、 包含層出土の同62がある。いずれも、畿内第 III～Ⅳ様式で

ある。

上師器

土師器は、濤-1を 中心に出上 し、上 。中 。下層に分けて検出を試みたが、濤の複雑な

堆積状況からみて、層位的差を求めるのは困難であったため、一括出土土器として取 り扱っ

た。なお、土師器の編年は東奈良編年 (東奈良遺跡調査概報 I昭和54年 )を使用 している。

重型土器 64・ 65は、いずれも突出平底の東奈良 Iに位置する。64は 口縁部が外反 し、

65はいわゆる二重口縁であるが、内面に稜はみられない。また65は、肩部から明確な稜を

もたずに内傾する頸部であることから、岡山の酒津の影響を受けているものと思われる。

66～ 74は、外上方へ広がる直口口縁のタイプで、体部に比較して口縁部の小さい大形と

口縁部の大きい中形、そして体部・ 口縁部がともに小さい小形品がある。いずれも体部・

頸部外面にヘラ磨き調整を行っている。66・ 67は小さい平底をもつ東奈良Ⅱ、68・ 69は尖

底ぎみの東奈良Ⅲ、72～74は丸底で口縁部の器壁も薄く内弯ぎみになることから東奈良Ⅳ、

70・ 71は 口縁部の形態・技法から東奈良 H～Ⅲと思われる。75は短い頸部から短 く外反し、

外上方へ立ち上がり口唇部で短 く外反し、その形態から岡山の酒津の影響を受けているも

のと思われる。

甕型土器 76・ 77は、いずれも突出平底であるが、77は押 しつぶしたような形態の底で

あることから東奈良 H、 76は東奈良 Iに位置する。78・ 79は小さい平底の東奈良Ⅱ。82～
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90は、いずれも底部に意識が薄れる尖底の東奈良Ⅲに位置する。89・ 90は胎土から河内産

である。他は在地のもので、82・ 84・ 85は外面に刷毛日、内面にヘラ削りが見られること

から他より新 しいものと思われる。91～94は底部が丸底となり、外面も叩き目が消え刷毛

目調整を行い、内面はヘラ削りを行っている。91・ 94は胎土から河内産、他は在地のもの

で東奈良Ⅳに位置し、94は 口唇部端部が内面に肥厚することから他より新 しいものと思わ

れる。95は岡山の酒津式の口縁部の特徴をもつもので、東奈良Ⅳに位置するものと思われ

る。

高郷型土器 今回検出された高芥には、外部底部が水平あるいは内弯ぎみにのび、外部

上部が直線あるいは内弯ぎみにのびる宏イプと、外部上部が屈曲してのびるタイプと椀型

の外部をもつタイプがあった。このなかで最も古い要素をもつものは、屈曲部下位の浅い

96が東奈良 IIIと 思われる。97～ 100は 、外部あるいは屈曲部下位が深 く、外部底部が小さ

いことから東奈良Ⅳと思われる。弯型高界の101・ 102は、胎土の清良さと作 りの丁寧なこ

とから東奈良Ⅳと思われる。その他、脚部のみでは編年が困難だが、脚部103～109がある。

器台型土器 110～ 112は皿部がやや深く、脚柱部が長 く、裾の広がりも小さいため東奈

良 m、 113・ 114は皿部が浅 く、脚部も接合面から広がり、丁寧な作 りのため東奈良Ⅳと思

われる。115は、いわゆる鼓型器台と呼ばれているものである。

鉢型土器 小型の鉢116～118は平底、119～ 121は小さな底をもつ東奈良 H。 同121～ 130

は、ヘラ削りあるいは叩き目を行って床部を尖底・丸底風に作っていることから東奈良Ⅲ。

131は 叩き目の後、ヘラ磨きを行い丁寧な作 りであることから東奈良Ⅳと思われる。中形

の132・ 133は平底の東奈良Ⅱ、同134・ 135は尖底 。九底風であることから東奈良Ⅲと思わ

れる。大形の136は頸部でくびれ、短 く外反 し稜をもって外上方へ直線的にのびる口縁部

をもつ。このタイプの鉢は、在地にないことから、他地域からの影響を受けているものと

思われる。脚台付きの137～ 1391よ、137が作 りも粗雑であることから東奈良Ⅲ、138・ 139

はヘラ磨きを丁寧に行っていることから東奈良Ⅳと思われる。その他、140は 、口径に比

較 して器高の高い鉢、破損はしているものの脚台が付くものと思われる。

甑型土器 141～ 144は底部を叩き目を行って尖底・丸底風に作っていることから東奈良

Ⅲ、145は、底部の器壁を薄く仕上げていることから東奈良Ⅳと思われる。

その他 土壊 -10よ り、僅かながら土師器小皿・瓦器椀が出土している。

土師器小皿146は、形状がややいびつで、口縁部を外に折 り返 し、端部で僅につまみ上

げている。口径9.85cm、 器高1,6cmを 測る。瓦器椀147は、1/5の破片からの反転復元であ

る。内面は丁寧な螺旋状の暗紋、外面はやや荒いものの底部まで暗紋を施している。高台

は、分厚いものの稜が明確でない。口径15.2cm、 器高5,7cmを 測る。いずれも11世紀と考

えられる。

石器 土壊-3出土の扁平片刃石斧1481よ、法量長さ5.5cm・ 幅3.9cm。 厚さ1.5cm・ 重量

60,8gを測る砂岩製である。
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鉄器 包含層出上の鉄斧149は、法量残存長6.4cm・ 幅3.3～ 3.8cIIl・ 重量48gを測る。柄

部は、鉄板を折 り曲げた楕円形の袋状になっており、柄挿入部の長さ4,3cm、 内径2.7× 1

cmを測る。

5B結 至

当調査地区からは、弥生時体中期・古墳時代前期
。平安時代期の 3時期の遺構が検出さ

れた。

弥生時代中期の遺構は、土羨・濤・甕棺墓・ 土器溜 りである。濤 -3・ 4と 土羨-9お

よび土器溜 りの位置関係と土器出土状態から、方形周濤墓の可能性もあるが、供献土器の

みが残存 して周濤が残らないとは考えられないので、その可能性は薄いと思われる。しか

し、濤-3は 、土層断面からは封土を確認できなかったものの、濤内出上の土器出土状況

と濤の方位がこの付近検出の方形周濤墓の周濤と一致することから、方形周濤墓の可能性

は高く、北西側に広がっていると思われる。

古墳時代前期の濤-1は、前述のように東奈良遺跡を北北西から南東に縦走する大濤の

一部と思われる。大濤は、H-3・ G-3地 区では濤肩が 2段に掘られていたことから、

人工の善と思われていた。しかし、当地区と I-4地 区では自然水路の状態であったこと

から、自然水路を一部改修 した濤であることが判明した。各地区の大濤からは多量の土器

が出上しており、大濤全体に埋没している土器量は膨大なものとなる。なぜ膨大な土器が

短期間のうちに埋没 したのかは、今後の調査・研究を待ちたい。
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HN H-4-M・ N地区(88-6)弥生式上器観察表   ( )は現存値
図版番号

写真―実測図

土器番号

遺  構 法  量

(cn)

形 態 技 法 備 考

14-55

49

濤 -3

日径  217

腹径  292

底径  66

器高  351

最大腹径は大きく張 り、体部中位にある

太 く、やや長い頸部から、口縁部は大き

く外反 し、口唇部で上下に肥厚する。

口縁部の内外面は横なで、体部中位内面

にハケロ調整痕が残るが、他は風化が著

しく不明。口唇部端面に凹線紋 3条。頸

部から最大腹径まで、一部風化で消失 し

ているが、櫛抽直線紋11段、同波状紋が

施されている。

乳赤黄色

1～ 2剛の砂粒とクサ
レ礫を含む。

良好

一　

　

　

５ ０

土残 -9

口径  236

腹径   ―

底径   ―

器高 (114)

太い頸部から、大きく外反する日縁部。

日唇部は上下に肥厚 し、面をもつ。

口縁部の内外面は横なで、頸部内面はな

で、外面は風化によって不明。日唇部端

面に凹線紋 5条。同内面に櫛摘列点紋。

頸部に櫛描直線紋を施す。

乳灰褐色

2 mm程の砂粒を含む。

良好

14-55

51

上羨 -9

口径  141

腹径  238

底径  54

器高  272

最大腹径は大きく張 り、体部中位にある。

細い筒状の頸部から、口縁部は外反 し、

口唇部で下方へ屈曲して幅広い面をもつ。

口縁部は内外面とも横なで。他は内面な

で、外面は横・ 縫方向のヘラ磨 きと思わ

れるが摩耗が著 しく不鮮明。口唇部外面

に凹線紋 3条、円形浮紋 2カ 所以上。頸

部に凹線紋 3条、以下櫛描直線紋と同波

状紋を変互に施す。

乳灰白色

1 8ud程 の砂粒を合 L・。

良好

一　

　

　

５ ２

包含層

日径  233

腹径   ―

底径   ―

器高 (122)

漏斗状の頸部から、屈曲して立ち上がる

受口状の口縁部。日唇部は内外に肥厚す

る。

口縁部は内外面とも横なで。口縁部下位

から頸部外面は、縦ハケロ、内面は風化

によって不明。日縁部に凹線紋 2条、頸

部に貼付突帯指頭圧痕紋を施す。

乳灰自色

05～ 2 dlaの 砂粒 とク
サレ礫を含 tr。

良好

一　
　
　
開

土壌 -9

口径  82

腹径  175

底径   ―

器高 (152)

体部は算盤玉状によく張る。口頸部は内

容ぎみに立ち上が り、日唇部でわずかに

内弯 し、把手側を l cn程 えぐっている。

肩部に差 し込みの横位の把手が付 く。脚

台が付 く。

全体風化が著 しく、調整、紋様等は全 く

不明。

乳赤自色

05～ 3帥の自色砂粒
とクサレ礫を含む。

良好

14-55

54

土城 -9

口径  105

腹径  175

底径  48

器高 (169)

最大腹径が中位にあるやや胴長の体部。

短い頸部から、小さく外反する日縁部。

口唇部で短 く下方へ屈曲する。肩部から

頸部に貼付の横位の把手が付 く。

全体風化が著 しく、調整・紋様等は全 く

不明。

乳赤自色

1 8uDの 自色砂粒とクサ

レ礫を含む。

良好

一　

　

　

５ ５

甕権墓

口径  321

腹径  391

底径  91

器高  485

最大腹径が体部上位にあるやや胴長の体

都。日縁部は、水平近 くまで短 く屈曲し

口唇部であずかに上方へ肥厚 し、小さな

面をもつ。

口縁部は内外面とも横なで。体部外面中

上位と内面は、縦ハケロ。体部下位から

底部はヘラ削 りを行っている。

淡灰黄褐色

05～ lm程 の砂粒を
含む。

良好

棺として転用。

一　

　

　

５ ６

甕棺墓

口径   ―

腹径   一

底径  81

器高 (273)

底部より内弯ぎみに立ち上が り、腹径が

大きい体部。壷型土器底部と思われる。

底部から体部内面はなで、外面は風化が

著 しく調整不明。

乳黄白色

1～ 3 mmの 砂粒とクサ

レ礫を含む。

良好

権の蓋として転用。

-56

57

上療-7

日径  325

腹径   ―

底径   一

器高 (125)

「く」の字形に屈曲する口頸部。口唇部
でわずかに上方へ肥厚する。

口頸部は内外面とも横なで。肩部外面は

縦、以下斜ハケロ。内面は風化のため調

整不明。

乳黄濁色

l od程 の砂粒とクサレ

礫を含む。

良好

-56

58

土器溜 り 1

口径

腹径

底径  152

器高 (138)

中空の柱部よりなだらかに広がる脚部。

裾端部で上下に肥厚 し、面をもつ。

裾部は内外面とも横なで。柱部内面はヘ

ラ肖!り の後なで、外面は風化のため不明

円板充嗅法。

乳黄濁色

l aa程 のTrD粒 を含む。

良好

一　
　
　
的

土療 -3

口径

腹径

底径  167

器高 (155)

中空の太い柱部よりなだらかに広がる脚

部

裾部は内外面とも横なで。他は風化のた

め不明。裾部に凹線紋 3条。各 8ヶ 所の

円孔を交互に配置 して、 3段に穿つ。

黄灰色

1～ 51d大の砂粒を合

む。

良好
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図版番号

写真―実測図

土器番号

遺   構 法   量

(cm)

形 悪 技 法 備 考

-56

60

包含層

口径  142

腹径   ―

底径  47

器高  46

養用蓋型土器低い笠形をなし、つまみ部

は上方に拡張し、中央に凹む。

口縁部は内外面とも横なで。他は風化の

ため不明。

淡茶褐色

1～ 3mの砂粒を含む。
良好

15-56

61

包含層

台径  177

腹径   ―

底径   ―

器高 (63)

台型土器。円形の台部の中央には径12cn、

深さ l cn程 のす りばち状の凹みがある。

台部よりわずかにくびれて脚部がのびる。

台部上面は摩耗・風化によって不 FJl。 脚

部外面は縦ハケロ調整。内面はなで。

淡黄灰濁色

1～ 3 mmの 砂粒とクサ

レ礫を含む。

良好

15-56

62

土器溜 り 1

台径  260

腹径   ―

底径   ―

器高 (60)

台型土器。円形の台部の中央に径 1lcr、

深さ0 2cm程 の凹みと端部がわずかに凹

む。台部より大きくくびれて脚部がのび
る。

台部端部は横なで。脚部は縦ハケロ。内

面はなで。他は摩耗・風化によって不明。

乳黄色

05～ 3 1Lmの 砂粒 とク
サレ礫を含む。

良好

15-55

63

土頻 -9

長   240

幅   159

高   65

用途不明土器。襲あるいは壷型土器を縦

に 3等分 して、その側面を利用 したもの

と思われる。端部の一方はえぐられてい

る。

両端面は横なで。側面は弱い横なで。他

は風化によって不明。外面の一部に薄 く

煤付着。

淡茶灰色

05～ 2 ad程 の砂粒 を
含む。

良好

HN H-4-M・ N地区(88-6)土師器観察表     ( )は 現存値
図版番号

写真―実測図

土器番号

遺  構 法   量

(cm)

態形 法技 考備

15-57

64

薦-1

中層

口径  127

腹径  238

威径  52

器高  247

最大腹径がやや下位にある球形の体部。

細い曰縁部から外反する日縁部。口唇部

は九 く終る。突出平成であるが底部が丸

味があ り安定 しない。

口縁部は内外面とも横なで。頸部は指押

え。体部外面上位はЛ「 き目の後、斜めヘ

ラ磨き、中位は横ヘラ磨き、下位はハケ

目の後なで、底部は指押え。体部内面中

上位はなで、下位はハケロ。体部下位に

薄く煤付着

淡灰濁色 (外面 )

暗灰色 (内面 )

1～ 3 mmの砂粒を含む。

良好

15-57

65

静
　
蒋

17 3

29 1

46

30 5

唯
躍
雌
縞

最大腹径が中位にあり、大きく張 り出す

頸部は体部との稜がなく、内傾 している

口縁部は外反 し、中位で外下方へ肥厚 し

さらに外反する二重口縁。口唇部は器壁

厚 く丸 く終る。突出平底。

頸部から体部外面上位は縦ハケロ。下位

はなで。内面は頸部・体部ともハケロ。

日縁部内面に櫛描波状紋を施す。

淡灰褐色

2～ 5adの砂粒を多 く

含む。

良好

頸部に酒津式の影響を

受けている。

16-57

66

静
　
蒋

日径  135

腹径  283

底径  39

器高  300

球形の体部。頸部は屈曲 し、内面では明

確な稜がある。口縁部は斜上方へ短 くの

び、体部に比較 して小さい。日唇部に 1ユ

小さな面がある。平底。

口唇部は横なで、口縁部外面は縦、内面

は横方向のヘラ磨き。体部外面は縦ヘラ

磨き、内面は横ハケロ。頸部から体部上

位にはヘラ磨きの下にハケロが残る。

淡灰黄色

05～ 4 mm大 の砂粒 を
多数含む。

良好

16-57

67

需一 ユ

下層

口径  142

腹径  228

底径  40

器高  275

最大腹径は中位にあり、底部へは急激に

小さくなる。頸部は屈曲し、内面では明

確な稜がある。日縁部は斜上方へ長 くの

び、口唇部で丸 く終る。底部はゆがんだ

平医。

口縁・頸部は内外面とも横なで。頸部内

面ハケロ。体部外面斜め方向のヘラ磨き。

体部内面ハケロの後なで。

乳灰白色 (外面 )

灰色 (内面 )

1～ 3 uta程 の砂粒を含

む。

良好

16-58

68

静　　稲

径

径

径

高

口

腹

底

器

7 1

122

159

最大腹径がやや上位にあ り、下位へ急激

に小さくなる。頸部は細 くくびれ、口縁

部が内弯ぎみに立ち上が り、中位で器壁

が肥厚する。尖底。

口縁部上位内外面とも横なで、外面はそ

の後ヘラ磨き。口縁部中位から体部中位

ハケロ、体部斜めヘラ磨き。体部下位縦

ヘラ磨き。底部はヘラ削 り。体部内面は

なで。底部に黒斑。

乳茶灰色

05～ l mmの 砂粒 をわ
ずかに含む。

良好

一　

　

　

６ ９

瀬
　
帽

口径  109

腹径  122

医径   ―

器高  152

やや胴長の体部。頸部のくびれは小さく

日縁部が斜め上方へのびる。日唇部は丸

く終る。尖底。

口唇部は内外面とも横なで。日縁部内面

横方向、外面縦方向のハケロ。体部は 2

段の口「 き日の後、ハケロ・ なで調整。体

部内面はハケロ。

乳灰褐色

05～ lt」 aの砂粒を合
む。

良好
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図版番号

写真―実測図

土器番号

遺   構 法   量

(cn)

形 態 技 法 備 考

16-57

70

濡 -1

上層

口径  135

腹径  248

底径   ―

器高 (233)

最大腹径が中位にある球形の体部。頸部

は屈曲し、日縁部は斜め上方へのび、口

唇部でわずかに外反 し、丸 く終る。

口縁部は内外面とも横なで。体部外面は

風化によって不明。内面は横方向のハケ

目調整。最大腹径部に集付着。

淡赤白色

l IIII程 の砂粒とクサ レ

礫を含む。

良好

16-57

71

蒔-1

下層

口径  133

腹径   ―

底径   一

器高 (106)

目縁部は、斜め上方へ直線的にのび、日

唇部でわずかに外反 し、丸 く終る。

日縁部外面は、縦ハケロの後、上位は横

なで、下位は縦ヘラ磨き。内面上位は横

なで、下位は横ハケロの後、荒い縦ヘラ

磨き。頸部外面はハケロが残 り、体部は

斜ヘラ磨き、内面は指押えの後なで。

赤黄褐色

1～ 3ndの 砂粒を多 く

含む。

良好

一　

　

　

７ ２

濤-1

下層

口径  109

腹径  155

底径   ―

器高  173

やや胴張 りの球形の体部。体部に比較 し

て太い頸部から、口縁部は直線的に斜上

方へ直線的にのびる。日唇部は丸 く終 り、

器壁は薄くなる。丸底。

口縁部は内外面とも横なで。内面はその

後、横・創方向のヘラ磨き。頸部外面な

で、内面指押え。体部外面斜め方向のヘ

ラ磨き、内面なで。

淡灰自色

1～ 3a」 dの砂粒を多 く
含む。

良好

一　

　

　

７ ３

濤 -1

下層

口 径    一

腹径  153

底径   ―

器高 (125)

胴が大きく張る扁平な球形の体部。口縁

部は斜め上方へ直線的にのびる。丸底。

体部外面は細い縦ヘラ磨き。内面はなで

薄 く炭化物付着。日縁部横なで。

淡黄灰色

1～ 5 mmの 砂粒を多 く

含む。

良好

-58
驀
-1

上層

口径   ―

腹径  146

底径   ―

器高 (139)

やや扁平な球形体部。頸部は くびれ、ロ

縁部は内弯ざみに斜め上方へのびる。

口縁部から頸部まで、内外面とも横なで。

頸部外面は指押え。体部外面は風化のた

め不明確ながらヘラ磨きと思われる。内

面はなで。

乳黄灰色

1～ 3 audの 砂粒を多数

含む。

良好

22-58

75

格 -1

中層

口径  100

腹径   ―

底径   ―

器高 (74)

頸部で大きくくびれて、日縁部が短 く外

反 し、外面に肥厚 した後、真す ぐ立ち上

がり、口唇部で外反 し、端部でわずかに

つまみ上げている。

口縁部外面は縦ハケロの後、日唇部・ 口

縁部中位・ 下位を横なで。内面はなでの

後横なで。頸部下位ヘラ削 り。

淡責灰色

微秒粒を含む。

良好

中国地方の影響を受け

ていると思われる。

17-58

76

路-1

下層

口径  131

腹径  129

底径  35

器高  147

最大腹径が中位にある胴長の体部。日・

頸部は「 くJの字形に外反する。日唇部
は丸 く終る。突出平底。

口・頸部は内外面とも横なで。体部中上

位はやや右上 りの叩き目。下位底部はら

せん状の「Fき 目。内面はなで、内面底部

|まハケロ。

淡灰褐色

05～ 2 atの 砂粒 を多
く含む。

良好

17-58 濤 -1

下層

口径  142

腹径  161

底径  46

器高  188

最大腹径が中位にあって、やや胴長の体

部。頸部の くびれが小 さく、 日縁部が

「 くJの字形に外反する。突出平底が潰
れている。

日・顕部は内外面とも横なで。体部外面

は右上 りの H「き目2段。体部内面上位は
横方向のハケロ、下位はなで。体部外面

に厚 く煤付着、内面下位に炭化物付着。

灰貢色

1～ 3 uaの砂粒を含む。

良好

17-58

78

藩 -1

下層

口径  129

腹径  141

医径  23

器高  128

最大腹径が上位にあって、器高を上回る

体部。頸部は屈曲し、日縁部は中位で肥

厚する。ゆがんだ平底。

口。頸部は内外面とも横なで。体部外面
は水平の叩き目。体部内面はヘラなで。

灰黄褐色

05～ 2 ullの 砂粒を多
く含む。

良好

17-56

79

善-1

下層

口径   ―

腹径  149

底径  25

器高 (142)

最大腹径が中位よりやや上に位置する胴

長の体部。頸部のくびれが小さい、太い

頸部。小さな平底。

体部外面は右上 りと水平の叩き目。体部

内面はなで。医部にもH「き目。

暗灰褐色

1剛前後の砂粒を含む。

良好

18-58

80

濡 -1

下層

日径  141

腹径  186

底径   一

器高 (123)

やや胴長の体部。頸部の くびれが小さい。

口縁部は外反 し、日唇部でさらに外反 し

端部に小さな面がある。

口・頸部は内外面とも横なで。体部外面

右上 りの口「 き目。内面なで。体部からロ

縁部外面に煤付着。

乳黄濁色

1～ 41Bの砂粒を多 く
含む。

良好

18-58

81

濤 -1

中層

口径  162

腹径  174

底径   ―

器高 (138)

B同長の体部。頸部のくびれが小さい。口

縁部は外反 し、下位では8厚 し、口唇部は

薄 くな り丸 く終る。

日・顕部は内外面とも横なで。体部外面

右上 りの叩き日、内面なで。内面に粘土

紐の跡が残る。

淡黄灰色

1～ 3 mm前後の砂粒を
含む。

良好

-19-



図版番号

写真―実測図

土器番号

遺  梅 法   量

(cn)

態形 法技 備 考

一　

　

　

８２

濤― 〕

下層

口径  124

腹径  148

底径   ―

器高  145

最大腹径が中位にある球形に近い体部。

頸部のくびれが小さい。口縁部は外反 し

口唇部で上方へつまみ上げる。尖底。

口・ 頸部は内外面とも横なで。体部外面

風化が著 しく不明。内面はヘラ削 り。内

面下位は無調整。内面底部に炭化物付着。

乳赤白色

2～ 5画の砂粒とクサ
レ礫を含む。

良好

一　

　

　

８３

濤 -1

下層

口径   ―

腹径  184

底径   一

器高 (197)

最大腹径が中住よりやや上にある球形に

近い体部。頸部は丸 くくびれる。日縁部

は大きく外反する。尖底。

口・ 頸部は内外面とも横なで。体部外面

は水平・ 右下 りの「 Fき 日、一部風化が著

しく不鮮明。内面なで、下位指押え。体

部から口縁部外面に煤付着。

暗褐色

細粒と10m大 の小石が
混る。

良好

-59

84

濡
-1

中層

口径  146

腹径  144

底径   ―

器高  140

胴の張 りが小さく、日径より小さい体部。

頸部は小さくくびれる。日縁部は外反 し

口唇部は丸 く終る。

口・ 頸部は内外面とも横なで。体部外面

は叩き目の後、縦ハケロ。底部は叩き目

体部内面はなで、底部内面は指押え。

淡赤黄色

1～ 3 mmの 砂粒とクサ
レ礫を含む。

良好

一　

　

　

８ ５

濡 -1

下層

口径  160

腹径  205

底径   ―

器高  206

最大腹径と器高がほぼ同 じの、胴の張っ

た球形に近い体部。頸部は丸くくびれる。

口縁部は外反 し、日唇部へ向って器壁が

薄 くなる。丸底風の小さな平底。

口縁部内外面と頸部外面が横なで。体部

上位は細い右下 りの「Fき 目の後ハケロ。

体部下位は縦「Fき 目。頸部・体部上位内

面はヘラ削 りの後なで。下位ヘラ削 り。

乳灰褐色

1～ 3 8udの砂粒を含む。

良好

一　

　

　

８ ６

繕 -1

下層

口径  127

腹径  Wl

底径   ―

器高 (111)

最大腹径が大きく張る九い体部。

丸 くくびれる。口縁部は外反 し、

は丸 く終る。

は

部

部

唇

頸

口

口・頸部は内外面とも横なで。体部外面

は右上 りの叩き目。内面はなで。体部中

下位恭面に煤付着。

淡赤黄色

l mm前 後の徴砂粒とク

サレ礫を含む。

良好

22-59

87

濤-1

下層

口径  139

腹径  214

底径   ―

器高 (198)

最大腹径が大きく張 り、中位にある球形

の体部。頸部は大きくくびれる。日縁部

は外反 し、中位で肥厚する。

口縁部内外面と頸部外面が横なで。体部

外面は右上 りの荒い H「き目3段。内面は
なで。最大腹径部に煤付着。

赤黄色

1～ 48J4の 砂粒とクサ
レ礫と雲母を含む。

良好

-59

88

誇― ユ

下層

口径  147

腹径  168

威径   ―

器高 (142)

最大腹径が張るやや扁平きみの丸い体部。

頸部は小さくくびれて、日縁部が外反 し、

口唇部は丸 く終る。

日・ 頸部は内外面とも横なで。体部外面

は風化 しているものの右上 りの H「 き目。

内面はなで。

乳灰褐色

05～ l lud程 の砂粒老
含む。

良好

18-59

89

濤 -1

下層

口径  180

腹径  235

底径   ―

器高  241

最大腹径が中位にある球形に近い体部。

頸部で大きくくびれ、口縁部は内弯ぎみ

に外反する。日唇部で上方へわずかにつ

すみ上げる。尖底。

日・頸部は内外面とも横なで。体部外面

肩部なで。以下中位下まで水平・ 右上 り

の細かい「 Fき 目。下位から底部ハケロ。

内面肩部なで。以下中位までヘラ削 りの

後なで、以下なでと思われるが炭化物が

付着 し不明。体部外面下位に煤付着。

茶褐色

l aul前後の徴砂粒と金

雲母を多数含む。

良好

胎土から河内系と思わ

れる。

18-59

90

薦-1

中層

口径  162

腹径  203

底径   ―

器高 (213)

最大腹径が上位にあり、以下底部へ小さ

くな り、底部が欠損するが尖底と思われ

る。頸部は鋭 くくびれ、口縁部が外反 し、

日唇部で内弯ざみに立ち上がる。頸部内

面に鋭い核がある。

口・頸部内外面とも横なで。体部外面中

位まで細か く、丁寧な右上 りの口「 き目。

以下叩き目の後、ハケロ。内面頸部以下
ヘラ削 り、ハケロ調整。下位は炭化物が

付着 し不明。体部・ 口縁部外面に煤付着。

茶褐色

1画前後の徴砂粒と金
雲母を多数含む。

良好

胎土から河内系と思わ

れる。

18-60

91

藩-1

中層

口径  137

腹径  W5

底径   ―

器高 (189)

最大腹径がやや上位にあって、肩が張る

丸い体部。頸部は丸 くくびれ、口縁部は

外反 し、中位で肥厚 しやや内弯する。ロ

唇部で内外にわずかに肥厚する。底部は

欠損するが丸底と思われる。

口・ 頸部と肩部は内外面とも横なで。体

部外面はハケロと思われるが、媒付着と

なでのためか不鮮明。内面は中位下まで
ヘラ削 り、以下炭化物付着で不鮮明。

淡灰黄色

1～ 2 mmの 砂粒と金雲

母をわずかに含む。

良好

18-60

92

驀 -1

中層

口径  140

腹径  183

底径   ―

器高  198

最大腹径が中位にあり、肩が張る球形の

体部。頸部は丸 く屈曲する。口縁部は外

反 し、中位で内弯ざみに立ち上がる。九

底。

口縁部内面と口・ 頸・肩部外面は横なで

体部・ 底部外面は煤付着のため不鮮明な

がらハケロ。内面ヘラ削 りの後なで。内

面底部炭化物付着。

淡灰黄色

1～ 3 1uBの砂粒を含む。

良好

一　

　

　

９ ３

濤 -1

下層

日径  134

腹径  131

底径   ―

器高 (103)

最大腹径が中位より上にあり、日径が腹

径より大きい器高が低い器形。頸部は鋭

くくびれる。口縁部は内弯きみに斜め上

方へたち上がる。

口・ 頸部は内外面とも横なで。体部外面

はハケロの後丁寧ななでと思われるが、

煤付着のため不鮮明。内面はヘラ削 りの

後丁寧ななて。口縁・体部外面に厚 く煤

付着。

淡茶灰色
1帥前後の徴砂粒を含
む。

良好

-20-



図版番号

写真―実測図

土器番号

遺  構 法   量

(cln)

形 態 技 法 備 考

-60

94

藩 -1

下層

口径  161

腹径  212

底径   ―
器高  231

最大腹径がやや上位にあって、肩が張る

丸い体部。頸部は九 くくびれる。口縁部

は内弯ぎみに斜め上方へ立ち上がる。ロ

唇部でわずかに内面へ肥厚する。丸底。

口・ 頸部外面と口縁部内面は横なで。頸

部内面なで。体部外面は縦ハケロと横ハ

ケロ。内面ヘラ削 り。口縁部と体都中位

以下外面に煤付着。

淡茶灰色

lad前 後の徴砂粒と金

雲母をわずかに含む。

良好

22-59

95

濡-1

中層

日径  137

腹径   ―

底径   ―

器高 (42)

頸部は丸 くくびれる。日縁部は外反 し、

中位より短 く直立する。日唇部で内面に

肥厚する。

口・ 頸部内外面とも横なで。肩部外面縦
ハケロ、内面ヘラ削 り。日縁部外面にヘ

ラ描き沈線紋が施されている。

淡灰濁色

0 5atu程度の徴砂粒を

含む。

良好

19-60

96

濡 -1

下層

口径  171

腹径   一

底径   一

器高 (111)

不部下半は短 く張 り、段をもって上半が

大きく斜上方へ張 り出す。内面も段があ

り、下半はす りばち状に凹んでいる。柱

部は充実。

口唇部内外面と段外面は横なで。外部上

半内外面と外部下半・柱部外面は荒い縦

方向のヘラ磨き。外部下半内面はなで。

淡灰黄色

2～ 5 dld大 の砂粒を含
む。

良好

19-60

97

藩-1

下層

口径  238

腹径   ―

医径   ―

器高 (75)

邦部下半は短 く張 り、稜をもって斜上方
へ短 く立ち上が り、わずかに屈曲して外

上方へ外反する。内面は同じくわずかに

屈曲して中央部が深 くなっている。日唇

部は幅狭い面取 りがなされている。

口唇部内外面と稜外面は横なで。外部上

半内外面と下段下面内外は荒いヘラ磨き

円板充捩法。

乳灰白色

1～ 2ndの砂粒を含む。

良好

-60

98

濤 -1

下層

口径  231

腹径   ―

底径   ―

器高 (159)

芥部下半は短 く内弯ごみに張り、稜をもっ

て上半は外反 し、中位で内弯ぎみに斜め

上方へのびる。内面下半はわずかに中央
へ深 くなる。充実・裾広が りの柱部。

日唇部内外面は横なで。外部外面は縦、

内面は横方向のヘラ磨 きであるが風化が

進み、ハケロが露出している。不部下半

内外面と柱部外面は風化で不鮮明である

が、ヘラ磨きと思われる。さし込み法。

乳灰褐色

05～ l mmの 砂粒を多
く含む。

良好

19-60

99

蕎-1

下層

口径   ―

腹径   ―

底径  146

器高 (154)

不都下半は短 く張 り、稜をもって上半が

立ち上が り、屈曲してのびる。充実の柱

部。裾部は段があ り、上半はなだらかに

下る。

不・柱・裾部外面はハケロの後、縦方向

のヘラ磨き。外部内面上半は横方向のヘ

ラ磨き、下半はなでとハケロ。裾端部内

外面は横なで。裾部内面はハケロ。裾部

上段・ 下段に円孔を交互に 4ヵ 所。

淡灰褐色

淡黄濁色 (外部内面)徴

砂粒を含む。

良好

22-60

100

濤-1

下層

口径  178

腹径   ―

底径   ―

器高 (66)

不部下半は短 く張 り、稜をもって上半が

立ち上が り、屈曲し再び稜をもって斜め

上方へのびる。内面も 2段 に屈曲してお
り、下面は小さい。

口唇部内外面と 2段の稜外面は横なで。
外部内面は横方向、内面下面と上半外面

は縦方向のヘラ磨き。他はなで。芥蔀上

半外面に櫛描波状紋と貼付円形浮紋、ヘ

ラ刻目紋。下半外面にヘラ摘き裾歯紋。

淡赤黄色

la」 u前後の砂粒とクサ

レ礫を合む。

良好

101

躊-1

下層

口径  114

腹径   ―

底径   一

器高 (57)

擁型高外。外部は下位が広 く、弯由して

立ち上が り、口唇部で内弯 し、丸 く終る。

口唇部は内外面とも横なで。外部外面は

横・斜方向、内面は放射状のヘラ磨 き。

脚部の継ぎ日外面はヘラ押え。

乳黄濁色

精良。

良好

-6】

102

濤―】

下層

日径  108

腹径   ―

底径   一

器高 (54)

塊型高芥。外部は下位から弯曲して立ち

上が り、口唇部で内弯 し、丸 く終る。

日唇部は内外面とも横なで。外部外面は

横方向、内面は放射状のヘラ磨き。

乳灰褐色

lm前後の砂粒とわず
かに金雲母を含む。

良好

-60

103

蕎 -1

下層

口径   一

腹径   ―

底径  148

器高 (104)

短 く充実 した柱部より、ラッパ状に開く

裾部。端部は丸 く終る。

裾端部から中位まで内外面とも横なで。

柱部から裾部外面はヘラ磨きと思われる

が、風化のため不鮮明。裾部内面上半は

なで。円孔 4ヵ 所。

乳灰褐色

lm前後の砂粒とわず
かに金雲母を含む。

良好

-60

104

篤-1

下層

口径   一

腹径   ―

底径  151

器高 (97)

裾広が りの充実 した柱部。裾部は内弯ぎ

みに広が り、端部でわずかに下方へ肥厚

する。

裾端部の内外面は横なで。裾部外面はな

での後横方向のヘラ磨き、内面はなでと
ヘラ押え。柱部外面は縦ヘラ磨 き。円孔

4ヵ 所。

乳黄白色

1剛前後の砂粒を多 く
含む。

良好

-60

105

驀 -1

下層

口径   ―

腹径   ―

底径  129

器高 (86)

裾広が りの充実 した柱部。裾部は中位で

やや盛 り上が り広が り、端部でわずかに

外反する。端部は面取 りがなされている。

裾端部の内外面は横なで。裾・ 柱部外面

は縦方向のヘラ磨き。裾部内面はハケロ

調整。円孔 4ヵ 所。

淡赤黄色

1～ 3 4Udの砂粒を含む。

良好

-21-



図版番号

写真―実測図

土器番号

遺  構 法  量

(cm)

形 態 枝 法 備 考

-60

106

簿 -1

下層

口径   一

腹径   ―

底径  138

器高 (146)

やや裾広が りの充実 した柱部。裾部は大

きく広が り、端部でわずかに内弯 し、九

く終る。

裾端部の内外面は横なで。柱・ 楯部外面

は縦方向のハケロ。裾部内面は横方向の

ハケロ。円孔 4ヵ 所。

淡灰褐色

05～ 2 mmの 砂粒 を含
む。

良好

-60

107

誇― ユ

中層

口径   ―

腹径   ―

底径  157

器高 (93)

やや裾広がりの充実 した柱部。裾部 tよ内

容ぎみに大きく広が り、裾端部は丸 く終

る。

裾端部の内外面は横なで。柱・裾部外面

は縦方向のヘラ磨き。裾部内面は縦方向

の後横方向のハケロ。円孔 4ヵ 所。

淡灰褐色

徴砂粒を多 く含む。

良好

19-60

108

濤-1

下層

口径   一

腹径   ―

底径  143

器高 (100)

エンタシスの充実 した柱部。裾部は短 く

広が り、段をもってさらに/1・反ざみに広

がる。梶端部は九 く終る。

楯端部の内外面と段の部分は横なで。柱

裾部外面は縦方向のヘラ磨き。裾部内面

は縦ハケロ。円孔 4ヵ 所。

淡灰白色

1～ 5 mm、 10nm大 の砂
粒を含む。

良好

-6]

109

濤― 〕

下層

日径   ―

腹径   一

医径  161

器高 (48)

椀型高郷の脚部。短い中空住部。裾部は

内弯ぎみに大きく広が り、端部であずか

に下方へ肥厚する。

裾端部の内外面は横なで。他の調整は風

化のため不鮮明ながら、裾部内面は横方

向のハケロ、外面はヘラ磨きと思われる。

円孔 4ヵ 所。

淡灰濁色

徴砂粒を含む。

良好

-61

110

濡
-1

上層

口径  61

腹径   ―

底径  73

器高  69

受部下位は内弯ぎみに張 り、端部でわず

かに水平にのびて、上方へつまみ上げる。

充実 した柱部。裾部は内弯ぎみに、小さ

く広がる。

受部端部と裾端部の内外面は横なで。他

はなで調整。

淡黄灰色

lm前後の秒粒を含む。
良好

19-61 藩-1

下層

口径  101

腹径   ―

底径  ■ 0

器高  95

受部は外反ぎみに広が り、端部では面取

りがなされている。受部と脚部が貫通す

る。中空・裾広が りの柱部。裾部は内弯

ぎみに小さく広がる。

受部端部と裾端部の内外面は横なで。受

部内面は横、外面と柱・楯部外面は縦方

向のヘラ磨き。裾部内面はなで。円孔 3ヵ

所

淡灰褐色

05～ 1画 の砂粒を含
む。
良好

-61

112

藩-1

中層

日径  87

腹径   一

底径  115

器高  83

受部は外反ぎみに広が り、端部で上方へ

わずかにつまみ上げ、面取 りがなされて

いる。短い充実の柱部。裾部は受部径よ

り大きく広が り、端部でわずかに内弯す

る。

受部端部と裾端部の内外面は横なで。受

部内外面は放射状に、柱部中位から裾部

外面に縦ハケロの後縦ヘラ磨き。裾部内

面横ハケロ。柱部上部と裾部内面上部は

なで。円孔 4ヵ 所

淡灰黄色

1～ 211dの砂粒を含む。

良好

-61

113

藩 -1

中層

口径  97

腹径   ―

底径  107

器高  88

受部は斜上方へのび、端部で大きくつま

み上げ、面取 りがなされている。短い柱

部から内弯ぎみに広がる。裾端部はわず

かに外方へ肥厚する。

受部端部と裾端部の内外面は横なで。受

部内面は放射状、外面は横方向のヘラ磨

き。裾部外面は縦ヘラ磨き。柱部外面は

指押え。裾部内面はなで。円孔 4ヵ 所。

淡灰黄色

1～ 3画の砂粒を含む。
良好

-61

114

時-1

下層

口径  94

腹径   ―

底径   ―

器高 (63)

受部は斜上方へ内弯ぎみにのび、端部で

上方へつまみ上げる。柱部は非常に短く、

大きく裾部が広がる。

受部端部は内外面とも横なで。受部内面

は放射状・ 横方向、外面は放射状のヘラ

磨き。裾部は斜方向のヘラ磨き。柱部外

面と据部内面はなで。円孔 4ヵ 所。

淡乳黄色

1～ 3 1Jdの砂粒を含む。

良好

22-61

115

藩 -1

中層

口径   ―

腹径   ―

底径  126

器高 (55)

鼓型器台。受部と裾部の接合部が大きく

くびれる。受部は稜をもって内弯ぎみに

立ち上がり、内面も内弯ざみ。裾部も稜

をもって外反ぎみに広がり、脚部外面に

も稜がみられる。

裾端部の内外面と裾・ 受部の稜外面は横

なで。受部内面はヘラ磨き。裾部内面上

半はヘラ削 り。他はなで。

淡灰黄色

l lud程 の砂粒を含む。

良好

20-61

116

騰-1

下層

口径   89

腹径  83

底径  34

器高  84

最大腹径がやや上位にある深い体部。頸

部はわずかにくびれる。口縁部は短 く外

反する。中央が凹む平底。

口縁部は内外面とも横なで。体部は内外

面ともなで。

淡灰濁色

1～ 3 aunの砂粒を含む。
良好

-61 濡
-1

中層

日径  82

腹径   ―

底径  32

器高  69

体部は医部より内弯ぎみに立ち上がる。

頸部でわずかにくびれ、口縁部は斜上方
へのびる。平底。

口縁部は内外面とも横なで。体部は内外

面ともなで。底部は指押え。

淡灰褐色

徴砂粒を含む。

良好

-22-
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-61

118

藩 -1

下層

口径  90

腹径   ―

底径  28

器高  68

体部は威部から内弯ぎみに立ち上がる。

頸部はわずかにくびれ、日縁部は内弯ぎ

みに立ち上が り、日唇部は丸 く終る。平

底。

全体に作 りが粗雑で、手捏ね風。日縁部

と体部外面にわずかに細かいハケロが残

る。

暗黒色

05～ 1山の砂粒を含
む。

良好

21-61

119

驀― ユ

下層

口径  128

腹径   ―

医径  24

器高  122

体部は底部から内弯ぎみに立ち上がり、

器形は変に近い。頸課はわずかにくびれ
日縁部は上方へ短 くのび、日唇部は波打っ

ている。小さな平底。

口唇部内外面は指押え、内面はその後な

で。体部外面はなで。体部内面上半はな
で。下半はヘラ削 り。

灰黄色

徴秒粒を含む。

良好

-61

120

濡
-1

下層

口径  110

腹径   ―

底径  16

器高  57

体部は外上方へ内弯ぎみにのび、日縁部
でわずかに外反する。小さな平底。

口縁部内外面とも横なで。体部内面下位
にヘラ押え。他は風化のため不鮮明であ

るが、なでと思われる。

淡灰褐色

05～ 211dの砂粒 を多
く含む。

良好

-61

121

濡
-1

中層

口径  97

腹径   ―

底径  18

器高  58

小さな底部から内弯ぎみに斜上方へたち

上がる。口唇部は器壁が薄く、丸 く終る。
口唇部の内外面は横なで。他はなで。

淡灰自色

徴秒粒を含む。

良好

20-61 濤― ユ

下層

口径 ■8～お 2

腹径   ―

底径 2卜 34

器高  78

器型全体が楕円形にゆがんでいる。体部

は底部より内弯ぎみに立ち上がる。頸部

はわずかにくびれ、口縁部は斜上方へ短
くのびる。平底。

口縁部の内外面は弱い横なで。体部外面

は放射状の叩き目、その後一部なで。内

面は、放射状に強いなで上げ。

茶灰色

1～ 2 0udの砂粒を含む。

良好

20-61

123

濤 -1

中層

日径  97

腹径   ―

底径  18

器高  58

丸底風の小さな平医。体部は内弯ぎみに

立ち上が り、日縁部でわずかに外傾する。
口縁部は内外面とも横なで。他はなで。

淡黄灰色

微砂粒を含む。

良好

-61

と24

濤 -1

下層

口径  123

腹径   ―

底径   ―

器高  100

丸底風の割 り底。体部は外上方へのび、

中位より上方へのびる。頸部はわずかに

くびれ、口縁部は短 く外反する。日唇部

は外面にわずかに肥厚する。

口縁部は内外面とも弱い横なで。
口留き目。底部はなで、ヘラ肖1り 、

面はなで。内面は部は指押え。

は

内

部

部

体

体
淡灰黄色

1～ 2 8udの砂粒を含む。

良好

21-61

125

濡 -1

下層

口径  118

腹径   ―

底径   ―

器高  95

丸底風の底部から、内弯しながら立ち上
がる体部。頸部はわずかにくびれ、日縁
部は内弯して斜上方へのびる。

口縁部の内外面は横なで。体部外面は叩

き目の後なで。内面はなで。底部は強い

なで。

淡灰白色

05～ 3 mmの 砂粒 を含
む。

良好

-61

126

濤-1

中層

口径  93

腹径   一

成径   ―

器高  76

尖底ざみの底部より、内弯ぎみに立ち上

がる体部。頸部はわずかにくびれ、口縁

部は外反ぎみに立ち上がる。

口縁内外面・体部外面なで、体部内面は
ヘラなで。粘土紐が残 り、粗雑なつくり。

灰褐色

l aua程 度の砂粒を含む。

良好

-61

127

濤― ]

下層

口径

腹径

医径

器高

お

　

一　
　
一　

ヮ

尖底の底部より、外上方へのび、さらに

内弯ぎみに立ち上がる体部。頸部でわず

かにくびれ、口縁部はわずかに外反する。

頸部内面に稜がある。

日縁部は内外面とも横なで。体部・ 底部

は内外面ともなで。

淡灰濁色

徴砂粒を多 く合む。

良好

-61

128

繕 -1

下層

口径  86

腹径   一

底径   ―

器高  58

丸凰の底部。体部は内弯ぎみで立ち上が

る。頸部でわずかにくびれ、口縁部は短

く外反する。

口縁部は内外面とも横なで。体部内外面
はなで。

乳黄白色

l tud前後の砂粒を含む。

良好

20-61

129

濤 -1

下層

口径  101

腹径   ―

残径  14

器高  70

尖底きみの小さな平底。体部は斜上方へ

内弯ざみに立ち上がり、頸部でわずかに

くびれる。口縁部は短 く外反 し、口唇部

は断面三角形で終る。

日縁部内面はハケロ。他はなで。

乳灰黄色
05～ 3mの砂粒を含
む。

良好

-23-
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21-61

130

濤 -1

下層

口径  108

腹径   ―

底径  14

器高  86

尖底ざみの小さな平底。体部は内弯きみ

に立ち上が り、頸部はわずかにくびれる

日縁部は短 く外反する。

口縁部は内外面指押え、その後内面は′

ケロ。他は全面なで。

淡灰黄色

1～ 5 nd程の砂粒を多
く含む。

良好

-61

131

薦― よ

中層

口径  110

腹径   ―

底径   ―

器高  99

丸底風の底部から、斜上方へ立ち上がる

体訴。頸部でわずかにくびれ、日縁部は

短く外反する。口唇部は断面三角形で終

る。

口縁部外面は叩き目の後、弱い横なで、

同内面はその後ヘラ磨き。体部外面は叩

き目の後、なでと荒いヘラ磨き。体部内

面はヘラなで。底部外面は叩き目。

淡黄灰色 (外面 )

暗茶褐色 (内面 )

1～ 2 Euaの砂粒を多 く
含む。

良好

20-62

132

濡
-1

下層

口径  152

腹径   一

底径  41

器高  73

厚手の突出平底。体部は外上方へのび、

日縁部で内弯する。日唇部は丸 く終る。

日縁部はなで。体部外面はハケロと思わ

れるが風化によって不鮮明。内面はヘラ

なで。医部底面に木葉底風のヘラ跡。

乳自黄色

1～ 3 audの 砂粒とクサ

レ礫を含む。

良好

21-62

133

濤 -1

中層

口径  115

腹径   一

底径  34

器高  64

平底の医部から、内弯ぎみに立ち上がる

体部。

口唇部は指押えの後、弱い横なで。体部

外面は叩き目。体部内面と底部底面はな

で底部内面はヘラ押え。

淡赤黄色

1～ 2画の砂粒を含む。
良好

22-62

134

口径  174

腹径   一

底径  31

器高  83

平底。体部は外上方へのび、口縁部で外

反する。

口縁部は内外面とも積なで、内面はその

後横方向のヘラ磨き。体部外面は風化の

ため不鮮明ながらヘラ磨 き、内面もヘラ

磨き。底部内外面ともなで。

淡灰濁色

1～ 3画の砂粒を含む。
良好

20-62

135

濤 -1

上層

口径  146

腹径   ―

底径  10

器高  81

尖底ぎみの平底より、外上方へ立ち上が

る体部。口唇部は丸 く終る。

口唇部は無調整。体部外面は右上 りの日「

き目。内面はハケロ。底部外面はヘラ削

り。

乳黄自色

1画程の砂粒を含む。
良好

22-62

136

躊-1

下層

口径  318

腹径  313

底径   一

器高 (157)

腹径が大きく張 り、頸部近 くある。頸部

は くびれる。口縁部は短 く外反 し、外面
へ肥厚 し、稜をもって斜上方へのびる。

口唇部は外面へ肥厚する。

口縁部内外面と頸部外面は横なで。体部

外面ハケロ。内面は上半はなで、中位は

ハケロ。

淡灰褐色

1～ 2 mmの砂粒を含む。

良好

-62

137

濤 -1

中層

口径  98

腹径   ―

底径  50

器高  55

体部は内弯ぎみに立ち上が り、日縁部で

さらに内弯する。底部は厚手の大きい突

出平底。

口唇部は指押え。体部は内外面ともなで。

底部は指押え。全体に粘土紐の跡が残 り、

粗雑なつくり。

乳黄濁色

徴砂粒を含む。

良好

20-62

138

藩― ユ

中層

口径

腹径

底径

器高

お

　

一
　

７

　

お

体部は内弯ぎみに立ち上が り、口唇部は

断面三角形で終る。厚手の低い台部、台

部中央がわずかに凹んでいる。

口唇部は内外面とも横なで。体部は内外

面とも雑なヘラ磨き。台部指押えの後、

なで。

乳黄灰色

1～ 5 mmの砂粒を含む。

良好

-62

139

濡-1

下層

口径  108

腹径   ―

底径  55

器高  75

体部は斜上方へ立ち上が り、日縁部で内

弯する。口唇部は断面三角形で終る。厚

手の低い台部、台部中央が凹んでいる。

口唇部は内外面とも横なで。体部は内外

面とも雑なヘラ磨 き。台部外面・ 下面は

指押え。

明赤自色

徴砂粒を含む。

良好

22-62

140

濡― ユ

下層

口径  120

腹径   ―

底径   一

器高 (145)

体部は上方へ立ち上がる高い器形。口縁

部は短 く、わずかに外反する。脚あるい

は台がつ くものと思われ、製塩土器に似

ている。

口縁部内外面は指おさえ。体部外面は
'コき自。内面はなで。

淡黄灰色

1～ 5mの砂粒を含む。
良好

21-62

141

濤-1

上層

口径  147

腹径   ―

底径   ―

器高  128

尖底。体部は斜上方へ立ち上が り、深い

口唇部は器壁が薄 くな り、断面三角形で

終る。

口縁部は叩き目の後、内面指押え、外面

なで。体部・ 底部外面叩き目の後、体部

上半はなで。体部内面は強いなで上げ。

1孔 (厚 さ1 4cm)

淡黄灰色

l mm前後の砂粒を含む。

良好

-24-
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-62

142

藩-1

下層

口径  134

腹径   ―

底径  23

器高  06

尖底風の平底。体部は底部から斜上方ヘ

立ち上がり、中位でやや張 り出す。口唇

部でわずかに肥厚し、断面三角形で終る。

口唇部は内外面とも弱い横なで。体部外

面は叩き日、内面はなで。内面底部は指

押え。 1孔 (厚さ2 2cll)

淡灰黄色

lm前後の砂粒 と 61m
大の小石を含む。

良好

21-62

143

濤
-1

上層

口径  145

腹径   一

底径   ―

器高  93

尖底。体部は斜上方へ立ち上がる。口唇

部は丸 く終る。

口唇・ 体・底部外面は叩き目。体部内面

上半はハケロ、下半はなで。 1孔 (厚 さ1
6cm)

乳黄 自色

2～ 3unの砂粒と小石
を含む。

良好

21-62

144

薄-1

上層

口径  159

腹径   ―

底径  11

器高  89

丸底風の小さな平底。体部は外上方への

び、中位より上方へ立ち上がる。日縁部

で短 く外反する。日唇部は断面三角形で

終る。

口縁部は内外面とも横なで。体部外面は

叩き日、内面はなで。底部外面は叩き目

の後なで。中心 よりずれた位置に 1孔
(厚 さ0 7cll)

淡黄白色

2～ 4的の砂粒を含む。
良好

22--62

145

濤-1

中層

口径  144

腹径   一

底径   ―

器高  81

尖底。体部は斜上方へ立ち上が り、口径

に比較 して浅い器形。日唇部は断面三角

形で終る。

口唇部は内外面とも弱い横なで。体部外

面上半は無調整、下半から底部は叩き目。

体部内面はハケロ、底部は指押え。 1孔

(厚 さ1 0cla)

淡灰黄色

1～ 3amの砂粒を含む。
良好

-62

146

土城 -10

口径  99

腹径   ―

底径   一

器高  16

土師小皿。日縁部は外反し、口唇部で上

方へ肥厚する。

口縁部は内外面とも横なで。他はなでと

思われるが、摩耗・風化が著しく不鮮明。

乳赤白色

精良 (ク サ レ礫を含む)

良好

-62

147

土羨 -10

日径  152

腹径   一

底径  54

器高  57

瓦器擁。体部・ 口縁部は内弯ぎみに立ち

上がる。高台は断面台形で低い。

口縁内外面は横なで。体部内面は丁寧・

密な暗紋、外面は細かいが、雑な暗紋。

見込み部は平行線状暗紋。高台は貼 り付

け。口縁部内面にわずかな凹みがある。

銀黒色

胎土―灰白色

精良

良好
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Ⅲ 東奈良遺跡(88-8)H・ N G-2-K・ O地区

1.調 査経過

所 在 地 茨木市天王 2丁 目

調査面積 180ぽ

調査期間 昭和63年 10月 19日 ～同年11月 22日

届出理由 共同住宅建設

当調査地区周辺は、阪急京都線南茨木駅に隣接するため、高層マンションが立ち並ぶ地

域である。それとともに、埋蔵文化財の発掘調査も進んでおり、遺跡の環境もおおよそ把

握されている。そのなか,で当地区は、古墳時代前期の集落と北北西から南東に連なる大濤

の西側に位置し、当地区以西では旧境川の影響もあり同時代の遺跡が検出されないことか

ら、集落の西端に位置すると思われているところである。また、当地区北約20m、 南東約

50mでは、古墳時代前期の土壌が市松状に 3列に連なって検出されており、その様子から

土壌墓群ではないかと考えられている。

昭和63年 8月 23日 、マンション建設に伴 う埋蔵文化財確認調査依頼を受けて、試掘調査

を実施 した結果、現GL-1,8mに 遺物包含層を検出したため、発掘調査の必要があるこ

とを依頼者に報告する。その後、依頼者と茨木市教育委員会と協議の結果、昭和63年 10月

19日 から発掘調査を実施することが決定した。しかし、検出残土の関係から調査地区を南

北に三分 して調査を実施することになった。

2.層  位 (図版41)

当調査地区の基本層位は、約1.4mの造成土下に耕土、淡灰色砂質層・淡青灰色粘質土

層 (床土 )、 淡青灰色砂質層、茶黄色砂質層、弥生時代後期から鎌倉時代にかけての土器片

を僅かに含む淡茶灰色粘質砂層・茶灰色粘質土層 (一部暗灰色粘土層 )、 弥生時代後期から

古墳時代前期にかけての生活面である灰濁色粘質砂層 (一部同粘土層)に分けられる。なお、

弥生時代後期から古墳時代前期の生活面の標高は、6.64～ 6.30mを測 り、北から南へ僅か

づつ低 くなっている。

3.遺  構(図版41)

当調査地区から検出された遺構は、弥生時代後期から古墳時代前期の濤 5条、土壊 7基

である。

濤

今回検出された 7条の濤は、調査地区内を縦横に交差しながら連なっており、各濤とも

出土遺物が少なく時期差がつかめないが、重複関係から濤 3・ 6は他の濤より古いものと

思われる。
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薄 -1

濤-1は、調査地区内を北から南南西に連なる幅2.4m、 深さ0.5mを測る断面U字形の

濤。濤底部は、北から南へ僅かづつ低くなっている。濤内には、上層には無遺物の淡青緑

色粘土層、濤肩から中層にかけては暗灰色・黒色粘土層、下層には灰色粘土層がレンズ状

に堆積 し黒色・灰色粘土層から古墳時代前期の土器が検出された。また、層位的には濤―

3・ 6、 土壊-5埋没後に造られており、とくに濤-3の底部の一部が濤内に残存 してい

た。

溝-2

濤-2は、調査地区中央を東西に連なり、土壊-4の手前でとぎれる濤。濤は、南肩が

2段に掘 り込まれており、幅1.7～2.5m、 深さ0.26mを測る。濤内には、上層に淡青緑色

粘土層、淡灰色砂層、淡灰色粘土層が堆積 し、淡灰色砂層から僅かながら古墳時代前期の

土器片が検出された。

薄 -3

濤-3は 、調査地区北部を東西に連なる幅2.8m、 深さ0,62mを測る断面U字形の濤。

濤底部は、西から南へ僅かづつ低 くなっている。濤内には、上層に淡青緑色粘土層、下層

に黒色粘土層が堆積していたが、遺物は全 く検出されなかった。また濤-3は、濤-1・

土羨-3埋没後に掘られたものであることが層位的に確認されたが、濤-1以東では平面・

断面では確認されないことから、とぎれるか南へ蛇行していたものと思われる。

薄 -4

濤-4は、調査地区南部を東西に連なる幅1.0～ 1,75m、 深さ0。 1～0,13mを 測る浅い濤。

濤は、西から東へ濤幅が狭まり、濤底部も起伏がある。濤内には、灰色砂層が堆積 してい

たが、遺物は全 く検出されなかった。

溝-5

濤-5は、調査地区南部を東西に連なり、中央部でほぼ直角に屈曲して、濤-6と重複 し、
南へ伸びる幅0.4～ 0。 75m、 深さ0。 12～ 0。 15mを 測る断面 U字形の濤。濤内には、灰淘色

粘質砂層が堆積するが、遺物は全く検出されなかった。

薄 -6

濤-6は、調査地区内を各蕎と交差 。重複 しながら南北に連なる幅1.1～ 2.Om、 深さ0。

66～ 0.78mを測 り、濤底部は北から南へ僅かづつ低くなっている。濤内には、11層に分け

られる砂・砂質層が堆積 していたが、遺物などは全く検出されなかった。濤-6は、北半

調査時には薦自体の上層を灰色粘土が堆積 し、生活面と同色であったため確認できなかっ

たが、濤-1の西肩・濤底部の一部が砂層であったことから濤-6が連なっていたものと

思われる。

上装

当調査地区から検出された土痰 7基は、前記したようにH・ N G-2-CCP・ G・ H地
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区 (昭和48年度調査)検出の21基、同H-2-D・ H-3-A地 区 (昭和48年度調査)検出の

8基の墓と思われる土羨群と形態・規模が似ていることから、土壊墓の可能性がある。

土壌 -1

土羨-1は 、調査地区中央部で検出された長軸2.05m、 短軸1.4m、 深さ0.2mを測る橋

円形招 りばち状土竣。土壊内には、黒色粘土と淡青灰色粘上の互層・淡灰色砂質粘土層 。

灰色砂層が堆積し、黒色粘土から古墳時代前期の土器片が検出されている。

土装 -2

土壊-2は 、調査地区の北西部でその一部を検出したのみであるが、西壁面土層から推

定される規模・形態は、長軸約3,4m、 短軸1.lm以上、深さ約0.42mを測 り、長軸をほぼ

南北に取る円形招 りばち状土竣である。土壊底部は、南側が一段低 くなっている。土羨内

には、上層より青灰色粘土層、灰色粘土層、黒色粘土層、暗灰色粘土層が堆積し、とくに

黒色粘土層は炭化物を含み、土猿の掘 り方に沿って薄く三日月状に堆積しており、古墳時

代前期の上器片が検出された。

土壌 -3

土竣-3は 、同じく調査地区の北西部でその一部を検出したのみであるため明確でない

が、西壁面上層から推定される規模・形態は、長軸2.9m以上、短軸0.3m以上、深さ0.25

m以上を測 り、長軸をほぼ南北にとる精円形招 りばち状土壊と思われる。土壊内には、同

じく青灰色粘土層 。黒色粘土層・暗灰色粘土層が堆積 し、黒色粘土層は炭化物を含み、掘

り方に沿って薄く三日月状に堆積している。しかし、遺物は全 く検出されなかった。

上装 -4

土壊-4は 、調査地区中央部で検出された長軸2.6m、 短軸1.5m以上、深さ0.57mを測

り、長軸をほぼ南北にとる楕円形招 りばち状土壊。土壊内には、上層から淡茶灰色砂質層、

灰濁色粘質砂層、暗灰色粘土層 (炭化物を含む )、 青灰色粘土層、灰色粘土層が堆積してい

るが遺物などは全 く検出されなかった。

土装 -5

土壊-5は、濤-1に よって土壌の約1/2が削平されている。土壊は、径1.6m、 深さ0.

41mを測る円形招 りばち状土壊と考えられ。土猿内には、灰濁色粘土層 。灰色粘土層・黒

灰色粘土層 (炭化物を含む)。 暗灰色粘土層が堆積 していたが、遺物などは全く検出されな

かった。

上装 -6

土壌-6は 、同-4の南約 lmにその一部が検出された。土壌の形態は、変形楕円形招

りばち状土壊と思われ、規模も長軸 2m以上、短軸1.2m以上、深さ0.5m以上と思われる

がいずれも明確でない。土壊内には、灰色粘土層 (炭化物を含む)。 青緑色粘土層が堆積し

ていたが、遺物などは全く検出されなかった。
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土壌-7

土羨-7は、調査地区の南東でその一部が検出され、北側は濤-5に よって削平されて

いる。そのため形態・規模は明確でないが、東壁面上層を参考に推定すると、長軸 3m以

上、短軸1.4m以上、深さ0.4m以 上の隅丸長方形の上壊と思われる。土羨内には、青緑色

粘土層 (炭化物を含む)・ 淡青緑色砂質粘土層 。同粘土層・淡灰色粘土層が堆積していたが、

遺物などは全く検出されなかった。

4.遺 物

今回検出された遺物は、包含層 。濤-1を 中′いに弥生時代後期から中世にか1/jての土器

が、細片で総数340点 と少なかった。そのなかで、僅かに濤-1か ら古墳時代前期 (東奈良

遺跡土師器編年Ⅲに位置する)甕・重型土器が 3点出土したが、摩耗が著しく図示はでき

なかった。

5.結  語
当調査地区は、調査範囲が南北に狭長で狭いうえ、出土遺物も少ないため、 7基の土竣

と6条の濤の性格を把握することは困難であった。しかし、約10mの 隔たりをもって隣接

する昭和48年度調査のG-2-C・ P・ G・ H地区とは、密接な関係があるものと思われ、

当調査地区検出の遺構を考えるのに重要な参考資料である。

昭和48年度調査のG-2地 区からは、弥生時代中期の方形周濤墓 2基、同方形周濤状遺

構 2基、古墳時代前期の上壊墓群と思われる土羨21基、同中期の円形周濤 1基、その他濤

状遺構などが検出されており、あたかも弥生時代から古墳時代にかけての墓域を思わせる

所であった。そのなかで、今回の調査地区とつながりがあると思われる遺構は、土城と濤

である。つながりのある鴨としては、当地区の濤-1と 昭和48年度調査の濤―Hと は、濤

の方向・規模・出土遺物が同じであることから同一の濤であると思われる。濤―Hは、土

羨墓群の墓域と他の地区とを区画すると思われていた濤であったが、濤の西側にも土羨が

存在することから、それが当てはまらないことが判明した。また、土羨に関しては、昭和

48年度調査の土壊が長軸2.1～4.25m、 短軸1.25～ 2.lmの隅丸長方形の土壊が 3列に市松

状に整然と連なり、そのうち14基から多量の土器が検出されたのに対 して、今回検出され

た土羨はその全容を検出していないため明確でないが、整然とした連なりはみられないも

のの土壊-1～ 4・ 7がその規模・形態や僅かに出上している遺物から同じ性格をもつ土

羨墓群の一部であると思われ、土壊墓群がさらに西側へ広がっていることが判明した。し

かし、今回の調査地区の西側の試掘調査では、遺構 。遺物ともに検出されていないことか

ら、さらに西へは広がらないと思われる。
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Ⅳ 東奈良遺跡(88-9)H・ N K-1-A・ B・ E地区

lE調 査経過

所 在 地 茨木市天王

調査面積 280ぽ

調査期間 平成元年 1月 9日 ～同年 1月 31日

届出理由 共同住宅建設

当地区の現状は、西側に大正川、東側に阪急京都線が走 り、その両堤に囲まれた低地に

位置する。現在のところ当地区付近では、数多くの試掘調査を実施しているものの遺構 。

遺物の検出例は少なく、北側約100mの天王小学校のグランドから古墳時代前期の重棺 1

基と中世頃の掘立柱建物群が検出されたのが唯―の例である。それらの点と東約200mの

沢良宜西集落では中世頃の遺物が多く検出される点から、現大正川に沿っては近世を含み

遺物は少なく、東奈良遺跡の西端と考えられているところでもある。

昭和63年 10月 12日 、マンション建設に伴 う埋蔵文化財確認調査依頼を受けて試掘調査を

実施 したところ、耕土面下約0.6mで 遺物は含まないものの包含層らしき茶灰色粘土層が

検出されたことから、発掘調査の必要があることを依頼者に報告する。その後、依頼者と

茨木市教育委員会と協議の結果、平成元年 1月 9日 から発掘調査を実施することが決定 し

た。

2.層   位 (図版43・ 44)

当地区の層位は、上層から耕土、茶灰色・淡茶灰色砂質層 (床土 )、 淡灰色・淡茶灰色粘

質土層 (古墳時代後期から中世頃の土器片を僅かに含む )、 生活面の黄色粘土層 (一部砂質

粘土層)に分けられる。なお、生活面の標高は5。 95～6.03mを測 り、東から西へ僅かに低

くなっている。

3日  �霊    若等(Eコ兄反43・ 44)

当地区から検出された遺構は、方形周濤状遺構 1基、濤 2条、土羨 3基、柱穴跡 9穴 と

他の地区に比較 して、予想されたように少なかった。また、遺構自体も規模に比較 して検

出時の深さが浅く、包含層検出の遺物も時代幅があり細片化・摩耗 していることから、後

世に削平されたものと思われる。

方形周溝状遺構

方形周濤状遺構は、幅2.5～3.5m、 深さ0,04～0.27mを測る濤がN-46° 一W(N-56°

一E)に とって方形に回っている。濤に囲まれた台状部は、北東―南西軸長約15.5m、 北

西一南東軸長1lm以上を測る。濤の一部はさらに北東に延びていることから、北東に濤を

共有 して 1基存在するものと思われる。周濤は、北東と北西の濤の底部に僅かに落差があ
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るものの、他はほぼ平坦である。濤内には、暗茶灰色粘土層 (一部茶灰色 )、 茶灰色粘土と

黄色粘上の互層が堆積しており、古墳時代後期から中世にかけての土器片が僅かに検出さ

れた。

土壌-1

土羨-1は、方形周濤状遺構の台状部内のほぼ中央部に位置し、長軸2.Om e短軸1.2～

1.6m・ 深さ0.47mを 測る隅丸長方形招 りばち状土壊。土壊内には、生活面の土質とよく

似た黄褐色粘質土層が堆積していたが、遺物は全く検出されなかった。土壊の長軸が、方

形周濤状遺構の周濤と一致することから何らかの関係があるものと思われる。

上壌-2

土羨-2は 、方形周濤状構の北西濤上に位置 し、長軸1.lm、 短軸0,36m、 深さ0,09m

を測る小形の楕円形土壊。土羨には、淡灰色砂質層が堆積 していたが、遺物は全く検出さ

れず、層位的には濤埋没後に掘られている。

土装-3

土羨-3は、方形周濤状遺構の南西濤の外側に位置し、長軸0.52m、 短軸0.4m、 深さ0,16

mを測る小形の精円形土羨。土壊には、灰色砂質層が堆積 していたが、遺物は全く検出さ

れなかった。

滞-1

濤-1は、方形周濤状遺構の南西濤埋没後に掘られた濤で、幅0.56m、 深さ0.08mを浪I

り、検出長4.7mで とぎれる。濤内には、茶灰色砂質層が堆積しており、少量の炭化物が

検出された。

滞-2

濤-2は 、調査地区西部に僅かに検出された幅0,4m、 深さ0.06mの濤。濤内には、暗

茶灰色粘土層が検出されたが、遺物は全く検出されなかった。

柱穴跡

柱穴跡は、方形周濤状遺構の台状部や周濤内に散在して検出された。柱穴は、径0.2～0,3

m、 深さ0,1～ 0.3mを測るが、検出数が少ないため建物などは復元できなかった。

4.遺  物

当調査地区から検出された遺物は、非常に少なく、古墳時代後期から中世 (12世紀)にか

けての上器片が総点数約80点であった。そのなかで、図示できるものはなかった。

5口 結  語

当調査地区から検出された方形周濤状遺構は、周濤内から古墳時代後期(6世紀末)か ら

中世にかけての遺物が検出されており、包含層と同じく時期幅が広く遺構の時期を限定で

きなかった。また、台状部から検出された遺構は、土嬢 1基と僅かな柱穴跡のみであった。
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さらに周辺地区の調査は天王小学校のグランドのみであり、それも中世の掘立柱建物跡と

古墳時代前期の壷棺以外検出されていないことから、関連遺構
。遺物も少なく方形周濤状

遺構の性格は判明しなかった。

挿図-2 H・ NK― l―A・ B・ E地区 東壁面方形周溝状遺構土層断面
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V 東奈良遺跡 (88-10)H・ N H-4-A・ B地区

1.調査経過

所 在 地 茨木市沢良宜西 1丁 目

調査面積 312ガ

調査期間 平成元年 3月 9日 ～同年 4月 19日

届出理由 共同住宅建設

当調査地区周辺は、十数年前に開発が進み一時期中断していたが、昭和62年頃から再び

マンション建設ブームが起こり、今回の調査地区の発掘調査によってH-4地 区(108m四
方)の調査をほぼ終了したことになる。その内、昭和61・ 63年度発掘調査概報 (茨木市教育

委員会)で H-4-B、 同一C地区、 I-4-B・ C・ F・ G地区を報告 し、その他は今回の

概報で報告することになる。それらの調査によって、H-4、 I-4地 区一帯は、弥生時
代中期から古墳時代前期にかけての大形の濤が集中するところであることが判明した。

昭和63年 12月 14日 、マンション建設に伴 う埋蔵文化財確認調査依頼を受けて、試掘調査

を実施 した結果、現GL-0.5mか ら土師器片を包含する淡茶灰色粘質土層が検出され、
周辺部の調査からも遺構・遺物が検出されていることから、発掘調査の必要があることを

依頼者に報告する。その後、依頼者と茨木市教育委員会で協議の結果、平成元年 3月 9日

より発掘調査を実施することが決定 した。

2.層  位 (図版47・ 48)

当調査地区の層位調査は、東 。南・西壁面を利用 して行った。上層から耕土、灰黄色砂

質土層 (床土 )、 茶灰色砂質層・淡茶灰色砂質層 (包含層 )、 以下調査地区の北東から南西部

にかけては白濁色微砂質層・灰色粘質土層の古墳時代前期頃の生活面が広がる。他の地区

は、東から南東に連なる同時期の濤状遺構の砂・砂質層が複雑に堆積 している。さらに下

層は、西から南東、北西から南東へ連なる大形の濤状遺構のため、調査地区のほぼ全域が

濤に含まれ、80層以上に分けられる砂・砂質層、植物遺体層が互層状態を成 し複雑に堆積

している。以下地山の緑灰色粘質土層、黒色粘土層、淡灰色粘土層、黒色粘土層、淡灰色

粘土層、淡青灰色砂質層が続き、濤状遺構の底部は淡青灰色砂質層である。

なお、古墳時代前期頃の生活面の標高は6.34～6.43mを 測り、北から南へ僅かに低くなっ

ている。下層の弥生時代中期から古墳時代前期の濤状遺構の濤肩の標高は、全域が濤であ

るため明確でないが、最も高い濤肩で6.09m、 低いF4‐では 5m前後である。

3日 遺  構(図版45～48)

当調査地区からは、 2面の生活面が検出され、濤 4条以上、土壌 5基、掘立柱建物跡 1

棟を含む柱穴跡40穴 などが検出された。そのなかで濤は、調査地区内を弥生時代中期から
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古墳時代前期にかけての大形の濤が、互いに重複しながら縦横に走るため、規模・形態・

数が明確でないところがある。

第 I遺構面

掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は、第 I生活面北西部に位置する。建物は、桁行 4間 (桁行長4.55m)・ 梁

行 2間 (梁行長4.Om)を測 り、建物の主軸 (梁行)は N-23° 一Wに とる。両梁妻側の柱穴跡

は、他のものより小形であり、同規模のものが棟に沿って検出された。両梁行の掘 り方は、

径 (長軸)0.5～ 0.7m、 深さ0.45～0.63m、 柱自体の穴径は0.2m前後を測る。それに対 し

て、棟に沿った柱穴跡は径0。 16～0.22m、 深さ0,10～ 0.22mの 小形である。掘立柱建物跡

は、建物・柱穴の規模から倉庫のようなものと思われ、柱穴跡出土の遺物と層位関係より

古墳時代前期頃のものと考えられる。

他の柱穴跡からは、建物などは復元できなかったが、出土遺物より同時期のものと思わ

れる。今回検出された柱穴跡は、いずれも後述する大形の濤埋没後の軟弱な地盤上に掘ら

れており、重量のある建物を支えることができないことから、柱穴跡の規模に比べて小形

のものであったと考えられる。

土壌

土装 I-1(挿図-3)

土猿 I-1は 、調査地区西部で掘立柱建物跡の南側で検出され、土羨 1-2と 重複 して

いる。土壊は、長軸をほぼ南北にとり、長軸0,90m、 短軸0,83m、 深さ0。 31mを 測る円形

に近い精円形招 りばち状を成す。土羨内には、茶灰色粘質土層、炭化物を含む灰色粘質土

層、灰色粘質土と自灰色砂質層の互層が堆積し古墳時代前期のこ・甕形土器が検出された。

土壌 I-2

土壊 I-2は 、同 I-1と 重複 。削平されている。土壊の推定規模・形態は、長軸を北

西―南東にとり、長軸2.2m、 短軸1.6m、 深さ0.25m程の精円形招 りばち状土羨と思われ

る。土羨内には、灰色砂質層が堆積 し古墳時代前期の土器細片が検出された。

土壌 I-3

土羨 I-3は 、長軸を北西―南東にとり、長軸3.5m、 短軸2.6m、 深さ0.21mを測る浅

い変形楕円形の大形土壊。土壊内には、 5層に分けられる土層がレンズ状に堆積 し、上層

は茶褐色粘質土に黄色粘質土が混入していることから埋め固められた可能性がある。下層

の暗灰色粘質土層より古墳時代前期の土器細片が検出された。

土壌 I-4

土壊 I-4は 、調査地区北部に位置する長軸1.36m、 短軸1.26m、 深さ0.21mを測る隅

丸方形の土羨。土羨内には、茶灰色砂質粘土層 。厚さ0,02m前後の炭化物層・淡灰色粘質

砂層が堆積していたが、遺物は全く検出されなかった。
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濤

薄 I-1

濤 I-1は 、調査地区南東部全体が1/4円状に砂層が広がっており、濤状遺構の形態を

成 していた。濤は、濤の上に濤が流れる自然流路の形態を成すため、プランで濤の連なり

を検出するのは困難であった。東 。南の土層断面からみると、東断面に 2回に分けられる

濤状遺構の堆積がみられたが、南側では下層の濤との関係からさらに複雑な堆積のため明

確でない。土層断面から推測される規模は、幅約 6m・ 深さ1.4mである。

薄 I-2

濤 I-2は 、調査地区内南西部でその一部を検出したのみであるため、土壊の可能性も

ある。検出時の深さ0.3m、 幅 2m以上を測 り、内部には暗灰色砂質粘土 。同粘土がレン

ズ状に堆積しており、古墳時代前期の土器が多量に検出された。

第 H遺構面

第 H遺構面は、調査地区内全体が濤状遺構の重複であるため、濤の連なりが平面でも断

面でも明確に確認できない状態であった。そのなかで、周辺調査地区で検出された濤との

関係から、 3条以上の濤が重複 しているものと思われる。

薄 H-1

濤 H-1は 、調査地区北部中央から南東にかけて連なるが、調査地区北側で幅 1～ 2m

の堤で濤 H-3と 分けられている。調査地区中央で合流 し濤も深くなり、南東へ連なる。

北側では、幅 6～ 7m、 深さ1.5～ 2.Om、 中央から南側では上 。中層を濤 I-1・ II-2

と重複 。削平されているため明確でないが、幅 9m以上、深さ2.6m以上あったものと推

定される濤。濤よりの遺物は、前述 したように上 。中層を時期の異なる濤との重複のため

畿内第 III様式～古墳時代前期までの幅広い時期のものが検出された。しかし、濤本来の堆

積上が残る濤の北部と中 。南部の再下層よりは、畿内第Ⅲ～Ⅳ様式が検出され、僅かなが

ら同第 I様式も含まれていた。

薄 II-2

誇 H-2は 、調査地区西部から大きく蛇行して南に連なる。濤は、南東部で上層を濤 1

-1と 重複 しているため削平されている。また堆積土層から、濤自体が蛇行 している関係

から北から南へ流れが移動 している様子が見られた。これらの点から濤の規模は、明確で

ないが、当初は幅 8～ 10m、 深さ1.2～ 1.6mと 推定される。その後南西へ移動 した時は、

幅は調査地区外に広がるため半」明しないが、深さ lm前後浅いことから広範囲に広がって

いたものと思われる。tt H-2も 他の濤との重複関係から、出土遺物は畿内第Ⅲ様式～古

墳時代前期までの上器が検出されたが、濤本来の堆積土が残る濤西部下層からは畿内第Ⅲ

～ V様式、流れが南西に移動した後の堆積土からも同時期の上器が検出された。

滞Ⅱ-3

濤 H-3は 、調査地区北東部でその一部を検出したのみである。薦は、その出土遺物時
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期から濤Ⅱ-1と 同時期に存在 しており、並行あるいは合流して連なっていたものと思わ

れる。濤の規模は、幅が調査地区外に広がるため不明確であるが1l m以上、深 さ0,7mと

推定される。出土遺物は、畿内第 III～ Ⅳ様式が僅かに検出された。

4.遺  物

当調査地区からは、濤状遺濤を中心に弥生時代前期～古墳時代前期の土器がコンテナー

バットに約40箱検出された。しかし、土器量に比較 して復元あるいは図示できるものは少

なかった。各土器の詳細は、土器表に記述 している。

弥生式土器

重型土器 150は水差型土器、151は 口唇部が下方に長く肥厚する重、152は台付無頸壺、

いずれも畿内第Ⅲ～Ⅳ様式の濤 H-1出 土である。153は短い筒状頸部から口縁部は短 く

下方へ屈曲する畿内第Ⅳ様式の濤Ⅱ-2出土である。154は長頸重で濤 H-1、 155は短頸

壷で濤Π-2、 156は 包含層出上のいずれも畿内第 V様式である。

甕型土器 157・ 158tよ大形の甕、158に は肩部に断面三角形の貼付け突帯紋、口唇部と

突帯紋にヘラ刻み目紋が施されている。いずれも濤Ⅱ-1出土の畿内第Ⅲ～Ⅳ様式である。

159は小形の変で濤H-3、 1601よ 口径に比較して胴部が大きく張る甕で濤H-1出 土、161

は肩部が張る甕で濤 H-2出 土のいずれも畿内第Ⅳ様式である。162は体部にヘラ磨きを

行 う。163口 径に比較 して器高の高い小形の甕で、いずれも濤Π-2出土の畿内第 V様式

である。

その他 台付無頸重の台部164、 台付鉢の合部165はいずれも濤H-1出 土の畿内第Ⅳ様

式。高芥脚部の166は濤H-1出 上の畿内第 V様式。1671よ、外部が 3段に屈曲する畿内第

Ⅳ様式の濤Ⅱ-1出土である。1681よ小形の鉢で包含層出土の畿内第 V様式である。

上師器 今回出土した古式土師器は、東奈良遺跡編年 (東奈良発掘調査概報 I昭和54年 )

を使用 している。

重型土器 169～ 173は 、腹部が大きく張る球形に近い体部に短い筒状頸部大きく外反す

る口縁の重。169は土羨 I-1出 土、170は濤 I-1出 土、171は濤H-1出 上のいずれも

突出平底の東奈良 I。 172は尖底ぎみの小さな平底の小形の壺で、濤 H-1出 上の東奈良

Ⅱ～Ⅲ。173は 口唇部が下方に僅かに肥厚 して面を持つことから、東奈良 Iの濤 H-1出

土である。174～ 176イよ、球形の体部に斜上方へ伸びる直口口縁の中形の重、177～ 179は 同

小形の壺。174・ 177は 、平底の東奈良 Hの濤 I-3出 土。W8は、九底風の小さな平底の

東奈良Ⅲの濤 I-1出 土。175は濤 I-1、 176・ 179は濤 H-1出 上のいずれも丸底の東

奈良Ⅳ～ Vである。

甕型土器 濤 I-1出 上の180、 濤 I-3出 土の181は、口径と腹径の差が少ない胴長の

体部に、突出ぎみの平底の東奈良 I。 濤 I-1出 上の182・ 183・ 185、 土城 I-1出 上の1

84は、平底の東奈良Ⅱ。186・ 187は 、いずれも濤 I-1出 土の叩き目による尖底ぎみの底
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部の東奈良Ⅲ。1881よ、山陰地方の影響をうけた受口状の口縁の東奈良Ⅲ～Ⅳである。

高不型土器 189は外部が中位で弯曲し外反し、190は外部が直線状に延びるもので、い

ずれも濤Ⅱ-1出上の東奈良Ⅳ～ Vである。

器台型土器 191は 、山陰地方の影響を受けた鼓形器台と呼ばれているもので、包含層

出上である。

鉢型土器 192は器高に比較 して、口径の大きい器形の浅鉢で、突出平底の東奈良 Iの

濤 H-1出 土。193・ 194は 、小形の鉢で底部を指押えをして突出平底ぎみにしていること

から、東奈良 Iの濤 I-1出 土。195～ 197は 、平底の小形の鉢で、濤 I-1出 上の東奈良

Hであるが、197は 内外面ヘラ磨きを施 し、杭型高界の外部と同じ形態をしていることか

ら、東奈良 IIIの可能性がある。

その他 東奈良 Hの甑型土器 198、 小形器台の脚部199が濤 I-1か ら出土している。

石器

太型蛤刃石斧200は 、基部と刃部を斜めに鋭利なもので切られたように破損 している。

現存長13.4cm、 幅6.2cm、 厚さ4.Ocm、 重量355.5gを 測る。濤Ⅱ-2出土である。

5.結  語

当地区は濤 H-1・ 2・ 3、 濤 I-1・ 2と堆積層からみて、弥生時代中期から古墳時代

前期にかけて大形の濤が集中するところであった。各々薦は、基本的には地形の傾斜に沿っ

て北西から南東に連なっているが、当地区では大きく蛇行するものが見られ、さらに濤自

体も濤のうえに濤が形成されているため、不安定な地盤による複雑な流れと堆積を成 して

いる。この結果、遺物では各濤の形成・廃絶順序を考えるのは困難であるが、周辺の調査

で検出された蒔と各薦の最下層から出土 した土器から、推測してみる。

弥生時代中期中葉頃、東奈良遺跡の北北西から南南東または南東に連なる幅 5～ 8m、

深さ2～ 3mの大形の濤が形成された。この濤が当地区では濤 H-1、 南東約17mの H一

4-E・ F地区 (本概報第 I章参照)では濤 -3(E)、 北西約30mの G-3-L・ P地区 (未

報告 )では濤Ⅳ-lb、 さらに北西から北北西約110～ 230mの G-3-BoC地 区、F-3

-」 地区、F-3-B地 区(未報告)で も同一規模・同時期の濤が検出されている。この大

濤も同中期末頃埋没し、同後期にはその西側に重複あるいは平行して同一の規模の濤が形

成された。この濤が当地区では、西から南東へ大きく蛇行する濤Ⅱ-2、 南東のH-4-

E・ F地区では濤-3(W)が 先の濤-3(E)と ほぼ平行 して連なり、北西のG-3-L・ P

地区では濤Ⅳ-laが 濤Ⅳ-lbと 一部重複・平行して連なる。さらに北西あるいは北北

西では同時期の濤は検出されていないが、同中期の濤と重複 して存在していたと思われる。

再びこの濤も同後期末頃には埋没 し、古墳時代前期頃西約50mに 、ほぼ平行して連なる同

一規模の大濤が再び形成された。 (本概報第 H章、東奈良遺跡調査概報 I 昭和54年、昭

和63年度発掘調査概報第Ⅲ章 茨木市教育委員会 平成元年参照)こ の頃、当地区は濤埋
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没後の不安定な地盤上を東から南東に大きく蛇行する濤 I-1が形成された。この濤が東

約 5mの H-4-B地 区検出の濤 -1・ 2(昭和61年度発掘調査概報 I第 2章 茨木市教育

委員会 昭和62年参照 )、 南東のH-4-E・ F地区の濤-2(本概報第 1章参照)と 連なっ

ているものと思われる。また、当地区の濤 I-1が 東から南東へ大きく蛇行する所に、濤

に直交する形で杭列と多数の流木が検出されたことと濤が東へ低くなっていることから、

井堰を利用 して水を西から東へ流 していたと思われる。これらの濤も、先の古墳時代前期

の大薦が埋没する頃と同じく埋まり、この後当地区では濤は形成されなかった。濤 I-1

が形成された頃、蒔H-2埋 没後の軟弱な地盤上に掘立柱建物・土竣などが作られている。

この時期、先の大濤の東側や一部西側で集落が形成されていることから、婆地区の一部も

好条件とは言えないものの集落圏として利用したものと思われる。今回検出された多くの

濤は、いずれもその形態から人工の濤でなく、自然水路であったものと思われる。これら

の濤は、砂・砂質土を中心とする土砂で埋まり、出土遺物の時期幅が少ないことからも、

短期間の間に埋没 していることが考えられ、需にほとんど手を加えることがなかったもの

と思われる。その自然水路を改修 し、僅かながらも治水できるようになるのは、弥生時代

後期から古墳時代前期頃であったと思われる。

|

N94

Z
|

N93

E3-―――

T,P6.500寛

O                 α5η

|

挿図 -3 H・ N H-4-A・ B地区 土壌 I-1 土器出土状況図
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HN H-4-A・ B地区(38-10)弥生式土器観察表   ( )は現存値
図版番号

写真―実測図

土器番号

遺  構 法  量

(CID)

悪形 法技 考備

23-63

150

濤 H-1

下層

回径  92

腹径   ―

底径   ―

器高 (101)

口縁部は、頸部より直線的にのびる直口

口唇部でわずかに内弯する。口唇部の一

方がえぐられている。

口唇部と日縁内部は横なで。肩部外面に

縦ハケロ。他は風化によって不明。口唇

口縁部外面に凹線紋 4条。頸部から肩部
に櫛描直線紋・ 波状紋を交互に施す。

淡乳褐色

05～ l atの 砂粒 を含
む。

良好

-63

151

濤 II-1

下層

口径  151

腹径   ―

底径   ―

器高 (74)

短い弯曲ざみの頸部。日縁部は短 く外反

し、口唇部で下方へ肥厚 し、幅広い面を

もつ。全体に器形に比較 して、器壁が厚

日唇・ 口縁部内外面とも横なで。体部内

面ハケロ。他は風化によって不明。日唇

部外面に凹線紋 4条と貼付円形浮紋 3ヵ

所。同内面に櫛描列点紋。肩部は外面に

櫛描直線紋を施す。

淡灰褐色

05～ l ludの 砂粒を含
む。

23-63 濡 コー 1

中層

口径  121

腹径  163

底径  92

器高  140

体部は底部から外上方へのび、中位やや

下方で屈曲して内傾 して立ち上がる。口

唇部で外面にわずかに肥厚する。脚部は

筒状に短 くのび、大きく広が り、端部は

丸 く終る。

口唇部内外面は横なで。体部内外面とも

機・縦方向の細かいヘラ磨 き。脚部内外

面はなで。端部内外面は横なで。日縁部

に 2子 L一対の円孔 2ヵ 所、脚部に円孔を

9ヵ 所に施す。

淡褐色

1～ 3mの砂粒を含む。
良好

23-63

153

濡 ユー 2

下層

口径  102

腹径   ―

底径   ―

器高 (132)

大きく張る体部。細く短い筒状頸部。ロ

縁部はわずかに外傾 し、日唇部で斜下方
へ肥厚・拡張 し、広い面をもつ。

口唇 。口縁部内外面とも横なで。体部外

面に縦方向の丁寧なヘラ磨き。他は摩耗

によって不明。

暗褐色

05～ 4 4Uaの 砂粒を含
む。

良好

23-G3

154

薦■-1

上層

口径   一

腹径  126

底径  42

器高 (190)

体部は腹径の張 りの小さい長胴。頸部は

器形に比較 して、太 く直線的にのびる長

頸吏。底部は中央が凹む平底。

体部・頸部外面はハケロと思われるが、

嵐化のため不明。成部外面はヘラ削 り。

体部内面はなで。

子t灰褐色

05～ 3面の砂粒 を含
む。

良好

23-63

155

需 H-2

下層

口径  116

腹径  166

底径  55

器高  212

体部は最大腹径が中位にあって、底部に

比較 して肩部の張 りがやや大きい。額部

は筒状にのび、日縁部で短 く外反する。

日唇部は丸 く終る。医部は中央が凹tf平

医。

口縁部内外面は横なで。頸部から体部外

部外面は縦ハケロ。頸部内面は横ハケロ。

体部内面はなで。底部はなで。

淡灰黄色

1～ 3 mmの 砂粒を多 く

含む。

良好

23-63

156
包含層

口径   ―

腹径  168

底径  51

器高 (167)

体部は最大腹径が上位にあって、底部に

比較 して肩部の張 りが大きい。底部は突

出平成。

体部外面はハケロの後、縦方向のヘラ磨

き。体部内面上位は指押えの後なで、下

位は縦ハケロ。底部は指押え、なで。

乳褐色、内面黒灰色

0 51Ldの砂粒 を多 く含

む。

良好

濤Ⅱ-2の推積土上層
より出土。

27-64

157

濤 H-1

下層

口径  365

腹径  401

底径   ―

器高 (195)

体部は最大腹径が上位にある。口 。頸部

は「 くJの字形に屈曲 し、日唇部で上下
に肥厚する。

日・頸部内外面とも横なで。体部内外面

とも縦方向のハケロ。

乳褐色

05～ 2 mmの 砂粒 を含
む。

良好

27-64

158

濤 H-1

下層

日径  414

腹径   ―

底径   ―

器高 (96)

口・ 頸部は、頸部のくびれが小さく、日

縁部で短 く外反する。日唇部はわずかに

上下に肥厚 し面をもつ。

口縁部内外面とも横なで。頸部・体部外

面縦ハケロ、内面横ハケロ。口唇部外面

の上 。下の稜にヘラ刻 目紋。頸部下位に

断面三角形貼 り付突帝紋にヘラ刻 目紋を

施す。

乳黄白色

1～ 2 allの 砂粒とクサ

レ礫を含む。

良好

24-65

159

濤 エー 3

下層

口径  101

腹径  117

底径  46

器高  128

体部は最大腹径が中位よりやや上位にあ

る。頸部でわずかにくびれ、口縁部が短

く外反し、日唇部に面をもつ。底部は器

形に比較して大きい。全体に器壁が厚い。

口縁部内外面とも横なで。体部外面縦ノ

ケロ、内面指押えの後なで。

淡灰褐色

l mm程 の秒粒を多 く含

む。

良好

27-65

160

藩 H-1

下層

口径  191

腹径   ―

底径   一

器高 (71)

頸部は弯曲しながら大きくくびれる。日

縁部は短 く外反 し、日唇部に面をもつ。

口縁部上半は内外面とも横なで。頸部内

外面と体部外面縦ハケロ。体部内面は強

い指なで上げ。

乳褐色

1～ 28111の砂粒を含む。

良好
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図版番号

写真―実測図

上器番号

遺  籍 法   量

(cm)

形 悪 技 法 備 考

-65

161

濤 H-2

中層

口径  165

腹径  204

底径   一

器高  ■ 0

体部は肩部が大きく張る。日・ 頸部は大

きくくぴれ、「 くJの字形に外反する。
日唇部でわずかに上方へ打巴厚する。

口縁部内外面とも横なで。肩部外面Iftハ

ケロ、最大腹径部横方向のヘラ削 り。林

部内面上位なで、中位横ハケロ。

淡乳褐色

1画程の砂粒を含む。
良好

24-65

162

濤 H-1

上層

口径  156

腹径  140

底径  39

器高  126

最大腹径が上位にある体部。 口・頸部は

わずかに くびれ、短 く外反 し、日径は腹

径より大 きい。口唇部は九 く終る。突出

平底。

日・頸部内外面とも横なで。体部外面縦

方向のヘラ磨き、内面上位なで。下位は

縦ヘラ磨き。底部指押えの後なで。

乳灰褐色、内面下位は

黒灰色

1～ 2画の砂粒を多 く
含む。

良好

24-65

163

濤 H-1

下層

口径

腹径

底径

器高

や

　

一
　

Ю

　

お

体部は底部より斜上方に直線的にのびる

日・ 頸部は短 く水平に折れる。底部は中

央が凹む平底。

口縁部内外面なで。体部外面ヘラ削り、

内面なで。成部指押え。全体に粗雑な作

り。

淡乳褐色

1画程の砂粒を含む。
良好

24-66

164

蒔 H-1

中層

口径   ―

腹径   ―

残径  104

器高 (105)

台付無頸壷の脚部。脚部は肉傾する。体

部下位は大きく弯由しながら立ち上がる。

体部下位は内外面とも横方向のヘラ磨き。

体部底部内面は縦ヘラ磨 き、外面はなで。

脚部外面にハケロが残る。他は風化によっ

て不明。脚部に凹線紋 4条と円孔 4ヵ 所
を施す。

暗褐色

微秒粒 と 4～ 10ouの 砂
粒を少 し含む。

良好

24-66

165

藩 II-1

中層

日径   ―

腹径   ―

陰径  155

器萬 (127)

台付鉢の脚部。脚部は内弯ぎみに裾部ヘ

広がる。端部で内面へわずかに肥厚する。

体部底部内面ヘラ磨き。脚部外面縦方向

のヘラ磨 き、内面なで。脚端部は内外面

とも横なで。脚部中下位に凹線紋 4条 と
円孔を 5段 。39ヵ 所に施す。

淡乳褐色

0 51ua程 の砂粒 を少 し

含む。

良好

24-66

166

誇 H-1

中層

口径   ―

腹径   ―

底径  121

器高 (148)

高芥の脚部。太い中空柱部より、短く外

反する底径の小さい脚部。脚端部は下方
へ肥厚し、面をもつ。

脚端部内外面は横なで。柱・ 裾部外面縦

方向のヘラ磨き、内面なで。円孔を 4ヵ

所に施す。外部底部内面、雑な放射状の
ヘラ磨き。

乳褐色

徴砂粒と 5 4Ud程 の砂粒

を少 し含む。

良好

27-66

167

藩 H-1

下層

コ径  264

腹径   ―

底径   ―

器高 (73)

高芥の外部。外部下位で稜をもって屈曲

して立ち上がり、外反して再び稜をもっ
て屈曲し、内弯ぎみに立ち上がる。口唇

部は内外に肥厚する。

口唇部と外面稜の部分横なで。芥部内面

横方向のヘラ磨き。外面は風化によって

不明。

乳灰褐色 (外面 )

暗黒色 (内面 )

14」 a程の砂粒を含む。

良好

一　

　

　

６

包含層

口径  97

腹径   ―

底径  32

器高  73

体部は底部より斜上方へ立ち上が り、口

径に比較 して、器高が高い。底部は中央

が凹む平底。

口縁・体部外面は即き目、内面はなで。

底部底面はなで。

淡乳褐色

1～ 2 waの 砂粒を含む。

良好
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HN H-4-A地 区(38-10)土師器観察表 (  )は現存値

図版番号

写真―実測図

土器番号

遺   構 法   量

(cm)

態形 法伎 考備

25-63

169

土羨 -1

日径   一

腹径  280

底径  45

器高 (242)

体部は中位が大 きく張る扁平球形。頸部

は大きくくびれ、外反ぎみに立ち上がる

口縁部は大きく外反する。底部は突出平

底。

体部底部外面に縦方向のヘラ磨 き。他は

風化・ 摩耗によって不明。

乳白色

1～ 5 mmの 砂粒を多 く

含む。

良好

25-63

170

濡 I-1

下層

口径  137

腹径  193

底径  53

器高  201

体部は最大腹径が中位にある球形。頸部

は大きくくびれ、外傾 して短 く立ち上が

る。日縁部は大きく外反する。日唇部は

狭い面をもつ。大きい突出平底。

口縁部内外面とも横なで。頸部内外面と

もなで。体部外面上位は斜方向、中位は

横方向、下位は縦方向のヘラ磨 き。賤部

なで。体部内面なで。体部下位に焼成後

の穿孔 lヵ 所。

淡黄褐色

l dud程 の砂粒を含む。

良好

25-64

171

濤 H-1

上層

口径  181

腹径  260

底径  39

器高  235

体部は最大腹径が中位にあ り、大 きく張

り出す扁平な器形。頸部は大きくくびれ

筒状に短 く立ち上がる。日縁部は水平近

くまで外反する。日唇部は上下に肥厚 し

外領する面をもつ。突出平底。

口縁部内外面とも横なで。頸部内面斜方

向、外面縦方向のハケロ。体部外面上半
ハケロ、中位横方向、下位縦方向のヘラ

磨き。体部内面上半指押えとなで、下半
ハケロ。底部はなで。体部上半外面に薄

く編み包みの日焼跡が残る。

淡褐色、内面黒灰色

2～ 3mの砂粒を含む。
良好

-64 濤 H-1

上層

口径

腹径

底径

器高

８
　
お

　

一　

お

体部は最大腹径が中位にある球形に近い

器形。頸部は太い筒状。日縁部は水平近

く外反 し、日唇部は丸 く終る。底部は尖

底。

口縁部内外面とも横なで。頸部内面なで、

頸部外面・ 体部外面ヘラ磨き。底部なで

体部下位に廃成後の穿孔 lヵ 所。

淡乳灰褐色

05～ l mmの 砂粒 を含
む。

良好

-64

173

濤 H-1

上層

口径  145

腹径   一

底径   ―

器高  97

頸部は筒状に立ち上がる。口縁部は大き

く外反する。口唇部は下方へわずかに肥

厚 し、中央が凹む狭い面をもつ。

口縁部内外面とも横なで。日縁部内面そ

の後ヘラ磨き。頸部外面粘上の移動が残

り無調整、内面なで。体部外面ヘラ磨き、

内面指押えの後なで。

黄褐色

05～ l nmの 砂粒 を含
む。

良好

25-64

174

喬 I-2

下層

口径  109

腹径  148

底径  24

器高  125

体部は肩部が張 り、最大腹径が中位にあ

る扁平な器形。頸部は細 く、日縁部は斜

上方へ直線的にのびる。口唇部は器壁が

薄 くな り、丸 く終る。平底。

口縁部内外面とも横なでの後、外面縦方

向、内面横方向のヘラ磨き。頸部・体部

外面縦・横方向のヘラ磨き。いずれも風

化によって不鮮明。

乳白色、体部内面暗黒

色。

2～ 4噸の砂粒を含む。
良好

25-64

175

濡 I-1

下層

口径   ―

腹径  145

底径   ―

器高 (148)

体部は最大腹径が中位にある球形の器形。

頸部はくびれ、日縁部は斜上方へのびる。

九底。

頸部内外面ともハケロの後、縦方向ヘラ

磨き頸部外面にヘラ押えの跡が残る。体

部外面は風化のため不鮮明ながら、縦方

向ヘラ磨 きが残る。体部内面指押え、な

コで。

乳白色

05111o程 の砂粒 を少 し

含む。

良好

25-64

176

濡■-1

上層

口径   ―

腹径  176

底径   ―

器高 (149)

体部は最大腹径が中位にある球形の器形。

九底。

体部外面ハケロの後、ヘラ磨 き。内面は

不明。

乳自色

微砂粒を含む。

良好

-64

178

為 I-1

下層

日径  72

腹径  ?6

底径   ―

器高  79

小形壷。体部は最大腹径が上位にあ り、

底部より肩部が張る器形。頸部は小さく

くびれ、日縁部は直線的に斜上方へのび

る。尖底。

口縁部内外面とも横なで。体部内面なで、

外面は風化によって不明。

乳白色

1～ 5師の砂粒を含む。

良好

-64

179

濡 H-1

下層

口径   一

腹径  116

底径   ―

器高 (110)

小形壺。体部は最大腹径が中位にある球

形の器形。頸部のくびれは小さい。尖底

風の九底。

体部外面は荒い横方向のヘラ磨 き、内面

はなで。体部外面下位に燥付着。

淡灰褐色

05～ lmの砂粒 を含
む。

良好

26-65

180

濤 I-1

下層

口径  140

腹径  150

底径  35

器高  158

体部は最大腹径が上位にあ り、肩部が張

る1同長の器形。口・ 頸部は「 く」の字形

に外反 し、日縁部中位で肥厚 し、口唇部

で薄 くな り丸 く終る。突出ぎみの平底。

日縁部内外面とも横なで。体部外面は水

平と右上 りの「Fき 目2段。他は風化によっ
て調整不明。

淡灰褐色

2～ 5mの砂粒を含む。
良好
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図版番号

写真―実測図

土器番号

遺  構 法  量

(cm)

形 態 技 法 備 考

26-65

181

濤 I-2

下層

口径  137

腹径  124

底径  35

器高  121

体部は最大腹径が上位にあり、底部へ急

激に小さくなる。口・頸部は小さくくび

れて、外反する。日唇部は器壁が薄 く、

丸 く終る。突出きみの平底。

口縁部内外面とも指押えの後、弱い横な

で。体部外面は水平と右上 りの叩き目 2

段、内面はなで。底部外面指押えの後、

一部叩き目、底面なで。

乳赤白色

05～ 12面の砂粒 と小
石を含む。

良好

-65

182

繕 I-1

下層

口 径    ―

腹径  116

底径  31

器高 (123)

体部は最大腹径が中位よりやや上に位置

する器形。口・頸部は小さくくびれ、外

反する。平底。

体部外面上半は水平、下半は右上 りの「F

き目。他は風化が著 しく不明。

淡灰褐色

1～ 5 dudの砂粒を含む。

良好

26-65

183

誇 I-1

下層

口径  121

腰径  H4

底径  15

器高  121

体部は最大腹径が中位よりやや上に位置

する器形。日・ 頸部は「 くJの字形に外
反 し、腹径を上回る。口唇部は狭い面を

もつ。平底。

口縁部内外面とも横なで。体部外面は螺

旋状の「Fき 目。他はなで。

淡灰褐色

2～ 3 11uaの砂粒を含む。

良好

-65

184

土羨 I-1

口径   ―

腹径  123

底径  29

器高 (105)

体部は最大腹径が上位にあって、低い器

形。日・頸部は小さくくびれて外反する。

中央が凹む平医。

口・頸部内外面とも横なで。体・ 底部外

面は叩き目。内面はなでと思われるが摩

耗によって不鮮明。

暗褐色

05～ 2mの砂粒を多
く含む。

良好

26-65

185

岳 I-1

下層

口径   一

腹径  134

底径  28

器高 (167)

体部は、最大腹径がやや上位にある胴長

の器形。口・ 頸部は小さくくびれ、弯曲

しながら外反する。底部は突出ぎみの平

底。

日・頸部は内外面とも横なで。体・ 医部

外面は叩き目。底部底面・体部内面はな

で。いずれも摩耗が著 しく不鮮現。

乳白色

2 dtt程 の砂粒を多 く含

む。

良好

26-65

186

濡 I-1

下層

口径   一

腹径  183

底径  12

器高 (233)

体部は、最大腹径がやや上位にある逆卵

形の器形。日・頸部は大きくくびれて、

弯曲しながら外反する。尖底。

口・頸部は内外面とも横なで。体・ 医部

外面は右上 りの叩き目2段、同内面はハ

ケロ。

淡灰褐色

05～ 3 maの 砂粒 を含
む。

良好

26-65

187

濡 I-1

下層

目径   ―

腹径  149

底径  24

器高 (108)

体部は最大腹径がやや上位にあって、底

部へ急激に小さくなる器形。口・ 頸部は

小さくくびれ、弯曲 しながら外反する。

底部は、平医がゆがんで尖底風になって

いる。

口・頸部は内外面とも横なで。体・底部

外面は水平と右上 りの叩き目2段、同内
面は摩耗によって調整不明。

淡灰褐色

05～ 1画 の砂粒 とク
サレ礫を含む。

良好

27-65

188

藩 I-1

上層

口径  143

腹径   一

底径   ―

器高 (56)

口・ 頸部は、「 く」の字形に外反 し、稜

をもって斜上方へ外反ぎみに立ち上がる。

口唇部は狭い面をもつ。

口・頸部は内外面とも横なで。体部内面
ヘラ削 り。肩部に櫛描直線紋を施す。

乳赤黄色

05～ l mmの 砂粒 とク
サレ礫を含む。

良好

27-66

189

藩 H-1

上層

口径   ―

腹径   ―

底径   ―

器高 (136)

赤部は、不底部から面をもって立ち上が

り、外反する。脚柱部は充実の裾細り。

裾部も芥部と同じく、明確な面をもって

広がる。

外・裾部外面稜は横なで。芥部外面上半・

柱部外面は、縦方向のヘラ磨 き。外部内

面・ 底部外面は横方向のヘラ磨き。他は

不明。

淡灰白色

05～ 1噸の砂粒 とク
サレ礫を含む。

良好

27-66

190

躊Ⅱ-1

上層

口径  213

腹径   ―

底径   一

器高 (144)

外部は、不底部は外上方へのび、明確な

稜をもって屈曲し、斜上方へ直線的にの

びる。日唇部は狭い面をもつ。柱部は中

空のエンタシス形。

芥口縁部内外面は横なで。メ部外面稜は

弱い横なで。他は縦・横方向のヘラ磨き。

淡灰褐色

1～ 3atの砂粒を含む。

良好

27-66

191

包含層

口径  136

腹径   ―

底径   ―

器高 (60)

鼓型器台。受部は太 くくびれる接合部よ

り短 く外反 し、稜をもってさらに外反す

る。日唇部は器壁が薄くなり、狭い面を

もつ。脚部も稜をもって外反する。

風化・摩耗が著 しく調整等は不明。

赤黄褐色

1～ 2画の砂粒と金雲
母をわずかに含む。

良好

-66

192

濤 H-1

上層

口径  174

腹径   ―

底径  43

器高  73

体部は、口径に比較 して浅い器形。口・

頸部は、頸部でわずかにくびれ、外反す

る。口唇部は狭い面をもつ。突出平底。

口縁部内外面とも横なで。体部内面は横

方向のハケロ。他は風化によって不明。

淡灰褐色

05～ 2 audの 砂粒を含
む。

良好
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図版番号

写真―実測図

土器番号

遺  構 法  量

(cm)

形 態 技 法 備 考

-66

193

濤 I-1

下層

口径   ―

腹径   ―

底径  26

器高 (56)

体部は斜上方へ内弯ぎみに立ち上がる。

日・ 頸部はわずかにくびれ外反する。中

央が凹む突出平底。

口・顕部内面横方向のハケロ。体部内面
ハケロとなで。体部外面は風化のため不

明。底部指押え。

淡乳自色

05～ l IIIの 秒粒 とク
サレ礫を含む。

良好

27-66

194

焉 I― I

下層

口径  148

腹径   ―

底径  52

器高  92

体部は斜上方へ内弯ぎみに立ち上が り、

日・顕部でわずかに外反する。日唇部は

丸 く終る。

口・頸部内外面とも横なで。体部内面横

方向のヘラ磨き。体部外面は風化のため

不明。底部指押えの後なで。

乳白色

1～ 2 dudの 砂粒を多 く
含む。

良好

-66

195

薦 I-1

下層

口径  106

腹径   ―

底径  36

器高  64

体部は斜上方へ内弯ぎみに立ち上が り、

日縁部でごく短 く外反する。日唇部は断

面四角形で終る。平底。

全面なで。

淡灰褐色

05～ l Edの砂粒 を含
む。

良好

-66

196

濤 -1

下層

口径  140

腹径   一

底径  34

器高  87

体部は斜上方へ内弯ざみに立ち上が り、

日・頸部で短 く外反する。口唇部は丸 く

終る。平底。

日・ 頸部内外面とも横なで。体部外面は

雑なハケロ。他は風化のため調整不明。

淡黄褐色

1～ 2a」 dの秒粒とクサ
レ礫を含む。

良好

-66

197

薦 I-1

下層

口径  101

腹径   一

底径  25

器高  49

体・ 口縁部は、底部より内弯ぎみに立ち

上がる椀形。中央が凹む平底。

口縁部内外面とも横なで。体部内外面と

もヘラ磨き。底部軽く指押え。

淡乳褐色

l aLm程 の砂粒を含む。

良好

27-66

198

濤 I-1

下層

日径  123

腹径   ―

底径  29

器高  88

体部は底部より内弯ぎみに立ち上が り、

日縁部で直立する。日唇部は丸 く終る。

平底。

口唇部は指押え。体部外面は叩き日、内

面はハケロ。 1孔 (厚 さ1 0cm)

淡灰櫓色

l mm程 の砂粒を含む。

良好

-66

199

濤 I-1

下層

口径   一

腹径   一

底径  112

器高 (55)

器台の脚部。斜下方へ広がり、端部は器
壁が薄くなり、丸く終る。

脚部外面は縦方向のヘラ磨き、内面は /

ケロ。端部は横なで。

淡灰褐色

徴砂粒を多 く含む。

良好
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Ⅳ 中条小学校遺跡 (89-1)

1.調査経過

所 在 地 茨木市新中条町

調査面積 220ぱ

調査期間 平成元年 4月 25日 ～同年 6月 1日

届出理由 共同住宅建設

中条小学校遺跡は、茨木市新中条町の中条小学校を中′bに径200m付 近に広がる弥生時

代中期から中世までの複合遺跡であり、東奈良遺跡の北側に隣接 し、密接な関係にある遺

跡でもある。

今回の調査地区は、中条小学校遺跡の中でも東端に位置し、古墳時代と中世頃の遺構・

遺物が検出されるところである。なお、当地区は昭和54年 9月 、コンビニエンス・ストアー

建設の時に、約20ぽの確認調査を実施しており、中世頃の柱穴跡が検出されていたため、

試掘確認調査を実施することなく発掘調査を実施する必要があることを依頼者に報告する。

依頼者と茨木市教育委員会との協議の結果、平成元年 4月 25日 から発掘調査を実施するこ

とになった。

2.層   位 (図版 42)

当調査地区の基本層位は、約0.6mの 造成上下に、旧耕土・床土・遺物を含まない淡茶

灰色粘質上が堆積し、調査地区西側では床土下層より掘られた濤状遺構の堆積がみられた。

以下、10～ 14世紀頃の上師器・黒色土器・瓦器を含む茶灰色砂質土 (一部粘質土 )、 6世紀

前半頃の須恵器と11～ 13世紀の須恵器・土師器・黒色土器・瓦器などを含む淡茶灰色粘質

上の 2層に包含層は分1/jら れる。下層の包含層出上の遺物は明確に分れ、また包含層検出

の時に遺構の一部も掘 り下げたことから、下層包含層の時期は 6世紀前半と思われる。さ

らに生活面の責白色粘土 (一部砂質土 )、 青灰色砂質上の堆積層に分けられた。なお、生活

面は責白色粘土面とさらに土層断面から、今回検出された遺構の一部が上層包含層の淡茶

灰色粘質土面から掘られていることから2面あったものと思われる。しかし、コンビニエ

ンス・ ストアー建設・解体の時の攪乱が一部生活面下層まで受けており、調査中は明確で

なかった。生活面の貢自色粘土面は、平均標高7.2～ 7.Omを測り、西・北より南へ僅かに

低くなっている。淡茶灰色粘質土面は同7.5～7.lmを沢Jり 、同じく西・北より南へ低くなっ

ている。

3.遺  構(図版42)

当調査地区からは、古墳時代中期から中世 (平安時代中期～室町時代 )、 近代にかけての

井戸状遺構 3基以上、土壊 7基、柱穴跡約40基、濤などが検出された。
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井戸

井戸-1は、長軸1.4m・ 短軸1.2m・ 深さ1,98m・ 底部標高5.15mを測るほぼ円形素柘

りの井戸である。井戸内には、上層に近代の瓦片を含む灰色粘土、中層に全く遺物を含ま

ない暗灰色粘土と同砂質土の互層、井戸底部に沿って下層の暗灰色粘土が堆積 していた。

出土遺物から近代の井戸と思われる。

井戸-2は 、層位的には土羨-1埋没後に掘られており、掘 り方上回は径2.2mの 円形

なすが、深さ0.4mのところよリー辺1.7mの隅丸方形の掘り方になる。井戸の深さは、1.88

mを測 り、井戸中央底部に径0.5m・ 高さ0,38mの底板を抜いた桶が埋めてあった。なお、

桶底部の標高は4.91mを測る。井戸内には、上層には12世紀中頃から14世紀前半頃の上師

皿・羽釜・瓦器片を含む暗灰色粘土、下層には遺物を含まない灰色粘土と同砂質土の互層

が堆積 し、井戸中央の上口から底部には節を抜いた竹が打ち込んであった。なお、井戸―

2は、層位的には土羨-1埋没後に掘られている。

井戸-3は 、掘 り方上口は長軸4,Om、 短軸3.2mの 精円形をなし、深さ約1.2mの とこ

ろより径約1,2mの円形の掘 り方になる。井戸の深さは約2,95m、 底部標高4.21mを測る。

井戸中段より、桶の一部と思われる板材が僅かに検出されたことから、同-2と 同じく桶

を数段積み重ねて井戸枠として利用 していたものと思われる。井戸内には、上層に11世紀

中頃から14世紀前半頃の土師皿・羽釜・瓦器片、磁器片と獣骨を含む黒色粘土、下層に灰

色粘土と同砂質上の互層が堆積していた。井戸-3は、他の井戸が青灰色粗砂質土である

のに対 して、さらに下層の赤黄色砂礫土まで掘られていた。

土壌

土壊-1は、長軸4.7m・ 短軸3.6m・ 深さ0.36mを測る変形楕円形の大形土壊。土壊中

央は工事の時の攪乱を受けていたが、土壊内には暗灰色・黒色粘質土が堆積し、11世紀～

12世紀頃の土師質甕・黒色土器椀・土師皿などが多数出土した。土羨の西側には、掘 り方

とO.3～ 0.4mの間隔をもって連なる杭列が検出されたが、土羨との関係は明確でない。

土羨-2は、調査地区南東隅にその一部を検出したのみであるため、規模は定かでない

が、招鉢状の上壊で深さは0.75m以上を測る。土壊内には、黒色粘土が堆積し、11世紀か

ら12世紀の須恵器・土師器・黒色土器・瓦器片が検出された。

土崚-3は、同じく南東部でその一部を検出したのみであるため、形態・規模は定かで

ないが、招鉢状の上竣で深さ0.3mを 測る。土城内には暗灰色粘上が堆積 していたが、遺

物などは検出されなかった。

土壊-4は 、調査地区北東部に位置 し、径0.7m・ 深さ0.25mの円形招鉢状土城。土壊

内には、下層包含層と同じ淡茶灰色粘質上が堆積していたが、遺物などは全く検出されな

かった。

土壊-5は、同-4の 南西に位置し、長軸1,3m・ 短軸0.7m・ 深さ0.16mの精円形招鉢

状土壊。土城内には、同じく淡茶灰色粘質土が堆積 していたが、遺物などは全 く検出され
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なかった。

土羨-6は 、同-5の南に位置 し、径0.54m・ 深さ0.22mの 円形土羨。土竣内には、同

じく淡茶灰色粘質土が堆積 していたが、遺物などは全 く検出されなかった。

土羨-7は、調査地区西部に位置し、濤-1に よって南側の一部を削平されている。土

羨は、長軸2.6m・ 短軸0,7m・ 深さ0.09mの浅い長橋円形をなす。土壊内には茶褐色粘質

土が堆積 し、 6世紀頃の土師質甕片が検出された。

濤-1は、井戸-3か ら西へ延びる濤。濤は、幅0。 46m・ 深さ0.07～ 0.21mと 西から東
の井戸に向かって深くなっており、西側では途切れるがさらに西側へ延びていたものと思

われる。濤内には、暗灰色粘質土が堆積し、12世紀中頃から13世紀前半頃の土師皿 。瓦器

片などが検出された。

柱穴跡は、調査地区の西側と北東側を中′bに約40基検出された。西側の周辺より僅かに

高い箇所で検出された柱穴跡は、径0.15～ 0,30m・ 検出時の深さ0.10～ 0,20mを測る小形

のもので、中世頃の上師器 。黒色土器・瓦器片が一部の柱穴から僅かに検出した。それに

対 して、北東側の柱穴跡は、径0,20～ 0.40m・ 深さ0.20～ 0.55mと 規模も大きく、検出遺

物も時期は判別できないものの須恵器片であった。この点から、いずれも建物などは復元

できなかったものの、西側の柱穴跡は他の井戸・土羨と同時期のものと思われ、東北側の

それは責白色粘土を生活面とする古墳時代中期頃のものと思われる。なお、P-14か らは、

径0。 12mの柱根が検出された。

4.遺  物 (図版67・ 68)

当調査地区からは、包含層・土羨・井戸を中心に、古墳時代中期の須恵器と平安時代中

期から室町時代頃までの土師器・黒色土器・瓦器などが検出された。詳細は土器観察表に

記述する。

須恵器

界蓋201～204は、天丼部が丸く、口径が器高に比較 して小さくなり、稜も明確さを欠く。

ネ身205。 206も 同じく底部が丸味を増し、ヘラ削りの範囲も狭 くなる。

有蓋高芥207～ 2111よ、外部は不身と同じく底部が丸味を増す。脚部は短 く、三角形・長

方形の透かしを三方に施す。

短頸重212は 、短い口縁部が内弯ぎみに立ち上 り、肩部が大きく張る。

いずれも、調査地区北東部の下層包含層出土の、陶邑編年 I形式 4段階頃と思われる。

上師器

土師皿は、口径1lcm以下を小皿、口径1lcm以上を大皿として記述する。

土師小皿213～ 2231よ、口縁部が 2段に屈曲し、端部で上方に肥厚する「てJ字状口縁を

もつ。213は屈曲度も大きく、器壁も薄いことから平安時代中期の11世紀初頭頃のものと

思われる。他は、いずれも平安時代後期11世紀頃のものと思われる。同224～ 227は 口縁部
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が外反 し、平安時代後期12世紀前半頃のものと思われる。同228は 内弯する。同229は器高

が高 く椀状を成し、室町時代14世紀頃のものと思われる。213は井戸-3、 217・ 219・ 222・

224・ 226～ 229は包含層、他は土壊-1出土である。

土師大皿230～ 235は 、いずれも口縁部が僅かに外反する。器高が 3 cm以下は231のみで、

他は 3 cm以上を測る。いずれも平安時代中期から後期の11世紀から12世紀頃のものと思わ

れ、2301よ土羨 -1、 231・ 232は井戸-3、 他は包含層出上である。

黒色上器

黒色土器椀A類236～ 242は 、いずれも断面逆台形の高台が付き、口縁部内側に沈線が見

られるものと無いものがある。ヘラ磨きは摩耗・風化のため不鮮明ながら、内面のみのも

のと内外面に施すものがあり、全体に器壁は薄い。口径14.6～ 16.lcm・ 器高5.1～5,9cmを

測る。242は 上層包含層出土、他は土壊-1出土であり、いずれも平安時代中期の11世紀

中頃～後半のものと思われる。

黒色土器椀 B類 243は、断面逆台形の安定感のある高台が付き、体底部に凸帯が付く。244

は断面三角形のやや低い高台が付き、いずれも口縁部内面に沈線が見られ、内外面に細か

く密なヘラ磨きを施す。243は土壊 -1、 244は井戸-3出上の平安時代中期の11世紀中頃

～後半頃のものと思われる。

瓦器

瓦器椀245・ 246tよ 、断面方形の高台が付き、回縁部内面に沈線が見られる楠葉型で、内

外面に細かいヘラ磨きを施す。器高指数は33.5～37.5を測 り、いずれも上層包含層出上の、

平安時代後期の11世紀後半頃のものと思われる。

5.結  語

当調査地区から検出された遺構は、北東部において古墳時代中期頃に掘立柱建物を中′b

とする住居が造られ、生活圏として利用された。その後空白期をおいて、平安時代中期か

ら後期頃の井戸が掘られていることから、再び生活圏として利用されたものと思われる。

しかし、今回検出された遺構・遺物に関しては、調査範囲が狭いため、遺構の一部を検

出したのみであるうえ、周辺の調査においても古墳時代と中世頃の遺構 。遺物が検出され

ているものの、いずれも調査範囲が狭く残存状態も悪いものが多かったため、明確な考察

はできなかった。
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中条小学校遺跡(89-1)土器観察表 (  )は現存値

器

　

種

器

　

形

図版番号

写真―実測昌

番

口 径

(cm)

器 高

(m)

底 径

(clll)

形 態 枝 法 備 考

須

恵

器

不

轟

23-67
201

12 1
体部は、ほぼ垂直あるいは外傾ぎ

みにのび、口縁端部は内傾 し段を

有す。天丼部はやや高く、丸い。

稜は、短 く鋭さに欠ける。

天丼部の3/4～ ν5を 回転ヘラ削り。

口縁・体・稜部は横なで。

他はなで。

色調 淡灰色
胎± 201は 05～ 2 tuaの 砂

粒を含む。他はやや密。

焼成 長好28-67

202

28-67

203
4 7

28-67

204

芥

　

身

28-67

205

たちあがりは、内傾し、日縁部で

やや外反する。端部は内傾し段を

有す。受部は水平にのび、稜はや

や鋭さに欠ける。底部は深く、丸

底部のV2～ 2/3を 回転ヘラ削 り。
口縁・ 体・ 受部は横なで。

他はなで。

206は 、底部に自然釉付着。

色調 淡灰色
胎± 205は 05～ 2mの 砂
粒を含む。やや密。

焼成 良好28-67
206

有
　
蓋
　
一局
　
芥

28-67

207
7 45

たちあがりは、内傾 し、口縁部で

直立する。端部は内傾 し段を有す。

受部は外上方へのび、稜はやや鋭

さに欠ける。脚部は短 く、広が り

瑞部で肥厚 し垂直に下がる。長方

形の入カシ 3孔。

外部はV5～ 1/2を 回転ヘラ削 り。
日縁・体・ 受・脚端部は横なで。

207の 脚外面は不鮮明ながらカキ

目。

他はなで。

脚は貼 り付け。

色調 淡灰色。 2111ま灰 自
色。

胎土 やや密。徴砂粒を含
む。

焼成 長好

-67

208
74

28-67

209
81

-67

210
(47)

-67

211
(46)

短
顕
壷

28-67 口縁部は、内弯ぎみに短 く立ち上

り、端部は丸 く終る。体部は肩が

張 り、底部は丸い。

口縁部は横なで。底部回転ヘラ削

り。他はなで。底部内面に指押え

の凹凸あり。

土

師

器

/1ヽ

皿

-67

213
9 25

〇口縁部が S字状に屈折する。

○口縁端部が丸く終るものと外面

に凹みが一周する214・ 2211が ある。

O底部は平底であるが、指押えに

よる凹凸がある。

○口径1lcm以 下の小皿。

O器壁は厚手であるが、2131ま 03
℃m以下の薄手。

0日縁部内外面は横なで。

O内面はなで、内底面は直線なで。

O底部外面は指押え、あるいはそ

の後弱いなで。

色調 乳淡黄色。218、 222
は淡赤黄色。

213、 215、 221、 222は精緻。

他は05～ l cm程 の砂粒を

含み、218は大型のクサ レ

礫を多量に含む。216、 217、

219は 金雲母を含む。

213は 井戸 -3。 217、 219、

222は 包含層。他は土療―

1出上。

29-67

214
1 3

29-67

215

29-67
216

15

29-67

217
14

29-67
218
106

-67

219
98 18

29-67

220
16

-67

221

29-67

222
17

29-67

223
92 17
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器

　

種

器

　

形

図版番号

写真―実測図

番 号

口 径

(cm)

器 高

(cr)

底 径

(cm)

形 態 技 法 備 考

土

師

器

皿

-67

224

O口 縁部が外反する。224は 端部

でわずかに上方へつまみ上げる。

O底部は平底。
O口径1lem以 下の小皿。

O口縁部内外面は横なで。225。 22

6は強い横なで。

O内面はなで、内底面は直線状な

¬ζ。

O底部外画は指押え跡が残 り、無

調整に近い。

229は 、底面に木葉痕が残る。

色調 乳淡黄色
229は 淡赤黄色

224。 225は 精緻。227・ 228

は05～ ldtの 砂粒を含む。
224・ 226は 金雲母を含む。

225は 土羨 -1、 他は包含

層出上。

29-67

225

29-67

226

29-67

227

29-67

228

O口縁部が内弯する。

-67

229

O器高が高 く椀状を成す。

大

皿

29-68

230
31

O体部は斜上方へ直線的にのび、
口縁部でわずかに外反する。

O底部は平は。 224、 225は 平底な

がら丸味があり、器高がやや高い。

O口縁部内外面と体部中位 まで 1

～ 3段の横なで。

①体部内面はなで、見込みは直線

状なで。

O底部外面は指押えの後、弱 く雑

ななで。

色調 乳淡黄色
230。 233は 底部か ら体部に

かけて薄墨色。

230は 2 ad前 後の砂粒を含

む。他は精緻。クサレ礫、

230。 233は 金雲母を含む。

230は 土羨 -1、 231・ 232

は井戸 -3、 他は包含層出

上。

-68

231
147

-68

232

29-68

233
166

29-68

234

-68

235

塁

色

土

器

椀

30-68

236
150

O体部から口縁部へ内弯ぎみに立

ち上が り、端部内面に沈線がある

ものと、丸く終るもの(238・ 242)

がある。

O断面逆台形の高台が付く。

O口縁・ 高台部は内分面とも横な

で。

0238・ 242は 、体部は強い横なで

によって起伏がある。

①242は 、体部内面に口縁部まで、

ヘラ磨 きを施す。239は、体部内

面に横方向、見込みは縦方向にヘ

ラ磨きを施す。他は内外面に雑な

ヘラ磨きを施す。

0237は底部外面に X印 のヘラ記

号。

色調 乳白灰色
内面は黒灰色

精緻

242は 包含層、他は土壌 ―

ユ出土。

30-68

237

30-68
238

30-68

239
62

30-68

240

30-68

241
57

30-68

242
15 2 57

椀
　
ω

30-68
243
161 62

O口 縁端部内面に沈線。243は 体

底部に凸帯がめぐる。愛4は高台・

器高指数が低い。

O口縁・高台・ 凸帝は横なで。

O体部内外面とも細かい横方向・

斜方向のヘラ磨きを施す。

色調 漆黒色
糖緻

243は 土壌 -1、 244は 井戸

-3出 土。30-68

244

瓦
　
　
器

椀

30-68
245

57 56
O体部から日縁部へ内弯ぎみに立

ち上がり、端部内面に沈線がある。

O断面方形の高台が付 く。

。口縁 。高合は横なで。

O体部内外面とも細かい横方向、
246は 見込みに縦方向のヘラ磨 き

を施す。

色調 銀黒色
精緻

いずれも包含層出土。
30-68

246
67
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Ⅶ 束奈良遺跡 (89-1)H・ N C-3-K・ G地区

1.調査経過

所 在 地 茨木市若草町-1

調査面積 448m2

調査期間 平成元年 7月 24～同年 9月 16日

届出理由 関西電力南茨木変電所新設

当調査地区は、昭和52年に当時の国鉄貨物引込線建設の際に発掘調査を行った地域のう

ち、最も北側の 1-A2区のす ぐ北にあた り、今回の調査地区はその続きの遺構や遺物が

検出される可能性のたかい地域である。

当時の調査結果から、遺構面が 2面存在 し、第 1遺構面は平安時代頃の掘立柱建物跡な

ど、第 2遺構面は弥生時代中頃の濤などがみられることから、今回の調査区も遺構面が 2

面存在し、時代も同時期のものが検出されるだろうことが、はじめから予想された。

平成元年 5月 10日 、建設予定地内において 2箇所の試掘を行い、その後、関西電力株式

会社と茨木市教育委員会との協議の結果、建設に先だって、平成元年 7月 24日 から、発掘

調査を実施することになった。

2.層   位 (挿図 -4)

当調査地区の層位は、北側壁面に並行に掘った トレンチを用いて実施した。その結果、

旧耕土面下約0.5mま では、旧耕土 (第 1層 )。 床土 (第 2層 )および灰白色砂質土層 (第 3層 )

が、比較的フラットに堆積 しているのに対 して、それ以下地山面までは複雑な地層を呈 し

ている。

次の茶灰濁色粘土層 (第 4層 )は、弥生時代中期の遺物片を若千含むが、量的には 6C後

半頃の須恵器片が多く、この層を第 1包含層とした。しかしこの層は、あまリー定せず次

の第 5層である明黄褐色砂層と同レベルであることから、部分的に存在するものである。

この第 4・ 5層 を取 り除 くと南北に細い薦状遺構 (濤 -1)が一部検出されたため、平滑を

行ったが、他の遺構は検出されなかった。この面を第 1遺構面とした。

第 1遺構面を取 り除 くと、ほとんどの層が部分的で一定 しないが、茶濁色砂ジャリ層

(第 6層 )、 茶濁色砂質土層 (第 12層 )な どの遺物を含む層があり、これらの層を、第 2包含

層とした。

第 2包含層を取 り除くと、明責褐色土層 (第 16層 )の最終生活面が検出され、この層を切

り込んで、ピット・濤状遺構などがみられた。この生活面を、第 2遺構面とした。

3.  黄曇    若尊(Eコ用反59・ 60)

当調査区では、南端部でピット状遺構が検出されたが、それから北側部分にかけては、
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濤状遺構が 6条検出された。濤状遺構の中でも、濤―Ⅱは、北・ 西 。南と分けているが、

連続制があり、別に方形周濤墓-1と した。この濤―Hに取 り囲まれた内部に、木棺が 2

基検出された。

濤― V・Ⅵについては、不整形で且つ細 くて浅いことから割あいする。

滞― I

第 I遺構面に唯一存在する濤で、幅約50cll、 深さ約20cmの規模で、北端部では消滅 して

いる。時期は不詳であるが奈良時代以降のものである。

薄―Ⅲ

調査区の東壁面に沿った濤であり、調査範囲の関係から中央部でとぎれるが、同一のも

のである。幅の確認はできなかったが、深さは約60cmで ある。濤の肩の部分から羽釜が 1

点出土している。

滞―Ⅳ

調査区の北東のコーナーに濤の一部が検出されたものであるが、しっかりとした濤であ

る。幅約 2m、 深さ約30cmで 上層と下層には遺物を含まず、中間層の茶濁色砂ジャリ層か

ら6c後半の須恵器片が出土 している。

方形周滞墓― I

濤―Ⅱの北・西 。南と分けたものであるが、のちに方形周濤墓として取 り扱ったもので

ある。規模は北濤が幅約1.5m、 深さ約15cn、 西濤が幅約 2m、 深さ約 10cm、 南濤が幅約

lm、 深さ約20cmで ある。西濤は北から南にかけて幅が狭くなっている。

長さの分かる西濤は約10mであることから、方形周濤墓の全体の規模は、一辺10m前後

のものである。西濤からは弥生時代中期 (畿内第Ⅲ～Ⅳ様式)の遺物が出土している。

木棺― I

方形周濤墓― Iの主体部であり、底板と側板の一部が残っていたが、大部分が腐食 して

いた。主軸はやや西向きながらほぼ南北におく、掘り方は、長約2.5m、 幅約1.3mで 、そ

の中に内長1,75m、 内幅0.55mの木棺を入れている。構造は、底板の外側に側板がくるが、

きっちりとしたものでなく、やや外側であるというものである。小口は底板に、その痕跡

は認められないものの、埋上の痕跡から両方とも底板の上にのっていたものと考えられる。

深さは現存では14cmで ある。

木棺―H

方形周濤墓― Iの主体部であり、木棺そのものは腐食 してしまっていた、主軸は木棺―

Iと ほぼ直交している。掘 り方は、長約2.4m、 幅約1.2mで、その中に内長1,7m、 内幅0。

5mの木棺を入れている。構造は木棺― Iと 同様のものと考えられる。

深さは現存では約10cmで ある。
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4.遺 物

全体の遺物の量は少ないが、濤―Ⅲから羽釜が 1点 と須恵器の完形の長頸重が 1点、濤

―Ⅳから6c後半の須恵器が 1個体分出土 している。

第 1包含層 。第 2包含層からの出土遺物は、 3の遺構の頂で若千ふれているように、弥

生から奈良時代以降のものまで含むが破片のみである。第 2包含層からは、環状土斧が 1

点 (半個体、直径約7.5cm、 中央穴部約2.2cm)出 土 しており、東奈良遺跡としては 2例 目で

ある。このほか、方形周濤墓の濤―Ⅱから弥生式上器片 (畿内第Ⅲ～第Ⅳ様式)が出土 して

いる。

5.結  語

当調査区はムラの中心部からはなれた東奈良遺跡の北西部端にあたり、遺構 。遺物とも

に少なくなってきている。しかし方形周濤墓が検出されたことにより、墓域の広がりがさ

らに考えられるものである。

東奈良遺跡としては、これまでに数10基の方形周濤墓や、多くの上羨墓が確認されてい

るが、当調査区のす ぐ西側で行った、昭和52年の国鉄貨物線の調査結果から考えあわせる

と、方形周濤墓としては最も北西端のものではないかと考えられるものである。

15

1.耕土

2.3.床 土・ 灰自色砂質土層

:翁雪電E修遭
層
}第 1包合層

1'褒目E縁警⊆層}第 2包合層
14.黒色粘土層

15.青灰色粘土層

16。 明黄協色土層 (地山 )

挿図-4 H・ N C-3-K・ G地区 】ヒ壁面土層図

-53-



N146                N

側濤

挿図-5 H・ N C-3-KoG地 区 甕(須恵器)出土状況図

「
        

………………… wl

す

-54-



国 Ⅵ





図

版

　

　

一

東奈良遺跡 (38-5)HoN H-4-E・ F地区 全景 (東より )

東奈良遺跡 (88-5)H・ N H-4-E・ F地区 全景 (南より )
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東奈良遺跡 (88-6)HoN H-4-M・ N地区 東半(南より )

東奈良遺跡 (88-6)HoN H-4-M・ N地区 溝-1(北 より )
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東奈良遺跡 (38-6)H・ N H-4-MoN地 区 溝 -3

東奈良遺跡 (88-6)H・ N H-4-M・ N地区 土境-9



図

版
　
　
四

東奈良遺跡|(88‐ a)H・ NG-2-K・ 0地区 苗半(南よ―り)

東奈良遺跡 (38-め H・ N G-2-K・ 0地区| 】ヒ半 (ゴしより)



東奈良遺跡 (88-9)HoN K-1-A・ B・ E地区 北半 (西より )

東奈良遺跡 (88-9)HoN K-1-A・ B・ E地区 南半 (北より )
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東奈良遺跡 (88-10)HoN H-4-A・ B地区 第 I遺構面 (東より )

東奈良遺跡 (38-10)HoN H-4-A・ B地区 第 I遺構面 掘立柱建物跡
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東奈良遺跡 (88-10)H・ NH-4-A・ B地区 第 I遺構面 上境 I-1

東奈良遺跡 (88-10)HoN H-4-A・ B地区 第 I遺構面 全景 (北より )
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中条小学校遺跡 (89-1)東 半 (西より)

中条小学校遺跡 (89-1)西半 (北より)
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東奈良遺跡 (89-1)H・ NC-3-K・ G地区 全景 (南より)

東奈良遺跡 (89-1)H・ NC-3-K・ G地区 木棺…1
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東奈良遺跡 (88-5)H・ NH-4-E・ F地区 出土の上器
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東奈良遺跡 (88-5)H・ NH-4-E・ F地区 出土の土器
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東奈良遺跡 (38-5)HoN H-4-E・ F地区 出土の上器
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東奈良遺跡 (88-5)H・ NH-4-E・ F地区 出上の上器・石器・土製品
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東奈良遺跡 (88-6)HoN H-4-M・ N地区 出土の上器
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六

東奈良遺跡 (88-6)HoN H-4-MoN地区 出上の上器
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東奈良遺跡 (38-6)H・ NH-4-M・ N地区 出上の土器
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東奈良遺跡 (88-6)H・ NH-4-M・ N地区 出上の土器
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H-4-MoN地 区 出土の土器東奈良遺跡 (88-6)HoN
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東奈良遺跡 (88-6)H・ NH-4-M・ N地区 出上の土器
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東奈良遺跡 (88-6)H・ NH-4-M・ N地区 出上の土器・石器・鉄器
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東奈良遺跡 (88-10)HoN H-4-A・ B地区 出土の土器
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東奈良遺跡 (88-10)HoN H-4-A・ B地区 出土の土器
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H-4-A・ B地区 出上の上器東奈良遺跡 (88-10)HoN
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東奈良遺跡 (88-10)H・ NH-4-A・ B地区 出上の上器
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東奈良遺跡 (88-10)H・ NH-4-A・ B地区 出上の上器
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中条小学校遺跡 (89-1)出上の土器
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中条小学校遺跡 (89-1)出上の上器
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中条小学校遺跡 (89-1)出上の上器
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東奈良遺跡 (89-1)H・ NC-3-K・ G地区 出上の上器
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1 淡茶灰色砂質土層
2 赤黄色砂質層
2' 赤黄色粗砂質層
3 淡灰自色砂質層
4 青灰色粘質土層
5 淡青緑色粘土層 (地山 )
6 淡灰色砂層
7 淡灰色砂質層
8 淡赤灰色粗砂層
9 赤黄色粘土層
10 灰色砂質層

11 淡灰色粘質土層
12 淡灰色砂質層 (シ ル ト)
13 淡灰色粕質砂層
14 淡灰色砂土と植物遺体層の互層
15 淡灰色砂層 (下層積粗砂層)
16 淡灰色砂層
W 灰色組秒層
18 淡灰色徴砂土と青灰色徴砂上の互層
19 赤黄色組砂層
20 茶灰色砂質層 (階灰色が混る)

21 黄 白色粘質土層
22 青灰色砂質層
23 青黄灰色粗砂層
24 黄白色粗砂層
25 暗灰色粘土と灰色粗秒の互層
26 淡灰色粗砂層
27 灰白色砂層
28 赤黄色砂土と植物遺体の互層
281赤黄色砂層
29 芦灰色砂質層
30 暗灰色砂質層 (植物遺体を含む )

31 淡灰色砂層
32 赤茶色砂質層
33 黄灰色粘質土層
艶 赤黄色砂質層
35 灰濁色砂質層
36 茶褐色砂質層
37 茶自色粗砂層
38 青灰色砂質層
39 黄白色粗砂層
40 淡灰色粗砂層

41,黒灰色粘質上層
42 灰色砂礫層
43 灰濁色砂質層
44 赤灰色砂礫層
45 黒色粘土層
46 灰色粘土層 (地山 )
47 灰色粘質土層
48 灰色砂質粘土層
49 灰色粘土層
50 茶色砂層

51 赤黄色砂質土層
52 淡青灰色砂質層
53 淡灰濁色砂質層
54 淡灰青色秒質層
55 淡青灰色粘質土層
56 灰白色砂層
57 灰濁色粘質土層
58 灰色砂層 (プ ロック)
59 黒色粘上層
60 淡灰色砂賓層
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ガン・鉄分を含D}床土

4 淡灰色粘質砂層
5 灰黄色砂質層
6 淡茶灰色砂質層 (包含層 )
7 淡灰色徴砂質層 (生活面 )
8 暗茶灰色砂質層
9 茶灰色砂質層
10 黄白色徴砂質層 (生活面 )
11 淡茶灰色粕質砂層
12 暗茶灰色砂質土と灰濁色砂質粕土層の互層
13 灰濁色砂質粕土層
14 灰黄濁色砂質粘土層
15 暗灰色粘質土層
16 灰色砂質土層
W 灰濁色粘土層
18 灰色砂質粘土層
19 茶濁色砂層 (マ ンガン・ 鉄分を含む )
20 黄灰色砂質土層
21 灰黄色砂層
22 淡灰色粘質砂層
23 淡茶灰色組砂層

% 淡灰色砂層
25 淡黄自色粗砂層
26 茶灰色砂質粘土層
27 灰色粘質植物遺体層
28 白色・ 淡黄自色・淡灰色粗砂層の互層
29 淡灰色砂質層 (植物遺体を含む )
30 灰色粘土層
31 白色粗砂層
32 淡灰色粘質砂層 (植物遺体を含む )
33 淡灰色微砂質層
34 自色砂層
35 黄白色粗砂層
36 淡灰色砂質層 (植物遺体を含む )
37 淡灰色砂層
38 灰色砂層 (植物遺体を含む )
39 淡灰白色粗砂層
40 白色粗砂層 (下層は礫層 )
41 自色砂礫層
42 淡灰色粘質砂層 (植物遺体を含む )
43 淡灰色砂層
44 淡灰色粗砂層
45 淡灰色砂質層
46 淡灰色粗砂層 (一部砂礫層 )

E12

|

47 灰色粘土と自色粗砂層の互層
48 淡灰色・黄自色砂層の互層
49 淡灰色粘質土層
50 赤黄色・黄自色砂層の互層
51 淡灰色徴砂層
52 淡黄自色砂層
53 淡灰色・黄白色砂層の互層
54 責自・ 黄・淡灰色砂層の互層
55 黄白色砂質粘土層
56 黄白色砂質層と赤黄色砂層の互層
57 灰色粘土と黄白色砂層の互層
酪 灰色粘土層
・59 黒色粘土層
60 階灰色粘土層
61 黒灰色 (贈灰色)粘土層
62 灰色粘土層
63 淡灰色粘土層
64 淡灰色粗砂層
65 灰色砂質層と植物遺体層の互層
66 淡灰色砂層
67 淡青灰色砂層
68 灰色砂層と植物遺体層の互層
69 淡灰色粗秒層と植物遺体層の互層
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13.

14

15.

16.

17.

18.

19.
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21.

22.

耕土

淡灰色砂質層

淡青灰色粘質土層

淡青灰色砂質層

茶黄色砂質層

淡茶灰色粘質砂層

恭灰色粘質土層

淡青緑色粘土層

暗灰色粘土層

(炭火物を合む )
灰色粘土層

青緑色粘土層

灰色砂層

淡灰白色砂質層

灰濁色粘質土層

(溝 -5)
淡灰色粘土層

(土壊 -7)
灰濁色粘質土層

灰濁色粘質砂層

生活面

灰色砂質粘土層

灰色砂質層

灰色砂層

(溝 -4)
灰黄濁色砂質粘土層

東奈良遺跡 (38-3)H・ N G-2-K・ 0地区
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淡青灰色砂質土層

淡茶灰色粘質土層

茶灰色砂質層

(一部粘質土層 )
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8

暗茶掘色土層    9.淡 茶灰色砂層
淡茶灰色粘質土層  10.灰 色粘質土層
灰色粘土層     11.暗 灰色粘土層
生活面       12.黒 色粘土層

黄自色粘土層

灰色砂質層

３
．

４
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中条小学校遺跡 (89-1)
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W291-

I W303-

1.耕土

2.茶灰色砂質層

3.淡茶灰色砂質層

4.淡黄灰色粘質砂層(マンガンを含む)
5.淡灰色粘質土

⊆層
)tご

ξ

伝壇笏6.淡茶灰色粘質土

を含
7.灰黄色粘質土層

&茶灰色粘質土層
(下層は灰黄色粘質土層)

9.茶灰色砂質粘土層
10.黄色粘土層(一部黄色砂質粘土層)
11.淡灰色砂質粘土層

12.淡灰色砂質粘土層(一部砂質強し)
13.茶褐色粘土層

14.淡灰黄色粘土層

Z

東奈良遺跡 (88-9)H・ N K-1-A・ B・ E地区
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1 耕土
2 灰黄色砂質土層 (マ ンガンを含む )
3 茶灰色砂質層
4 赤茶色砂質層
5 淡茶灰色砂質層
6 淡茶灰色砂質層
7 淡茶灰色粗砂層
8 淡灰黄色砂質層
9 茶灰色砂質層
10 自濁色粗砂層
11 灰自色粗砂と砂層の互層
12 灰濁色砂質層 (炭化物を含む )
13 暗灰色砂質層 (  ″   )
14 茶灰色砂質層
15 淡灰茶色砂質層
16 黄灰色粘質砂層
W 灰色砂質層
18 淡灰色砂質層
19 淡医青色砂質層
20 淡灰青色粗砂と粘質上の互層

21 淡青灰色粘質土層
22 淡黄灰色砂層
23 淡灰色粗砂と同砂の互層
24 暗灰色粗砂層 (炭化物を含む )
25 淡灰色砂質層
26 淡灰濁色砂質層
27 暗灰色砂と赤黄色粗砂と植物遺体の互層
28 淡青灰色砂質層
29 灰濁色・ 赤黄色粗砂と植物遺体層の互層
30 白濁色徴砂質層 (生活面 )
31 灰濁色砂質層
32 灰色砂質層
33 淡灰色砂質層 (炭化物を含む )
34       ″     (     〃     )
35 炭化物層
36 暗灰色砂質層
37 黄白色砂質層
38 淡茶灰色粕質土層
39 茶灰色粗砂層
40 白濁色・黄白色粗秒の互層

41 淡灰色粘質土と黄白色粗砂と植物遺体の互層
42 茶濁色粗砂層
43 茶灰色粗砂層
44 灰色砂質層
45 灰色砂と黄濁色砂と植物遺体の互層
46 黄白色・ 白濁色粗砂の互層
47 灰色砂層
48 自色粗砂層
49 自色砂層
50 青灰色粘土層 (プ ロック)
51 赤黄色粗砂層
52 淡灰色大粗砂層
53 灰色砂層 (植物遺体・炭化物を含む )
54 灰色砂層
55 灰濁色砂質層 (植物遺体・ 炭化物を含む )
56 灰色粗砂層
57 赤黄色砂質層
58 赤黄濁色粗砂層
59 淡灰色砂質層
6tl 淡灰色粘質砂層

61 灰色粘質砂層 (植物遺体・炭化物を含む )
62 淡灰色砂層
63 赤黄白色砂層
64 灰色砂質層 (植物遺体を含む )
65 灰色・黄白色砂と植物遺体の互層
66 白濁色粗砂と植物遺体の互層
67 灰色微砂層
68 自色砂層
69 淡灰色砂と同粗砂の互層
70 淡灰色徴砂層
71 淡灰色微砂と同粘質上の互層
72 淡灰色砂層
73 自濁色粘土層
74 灰色絡質土層 (炭化物を含む )
75 赤黄色粕質砂層
76 淡灰色砂質層 (生活面 )
77 赤黄色粗砂と植物遺体の互層
78 赤黄色・ 淡灰色粗砂の互層
79 淡灰色砂質層
80 赤黄色大粗砂層

81 灰色粘質砂層
82 淡灰色粘質砂層 (植物遺体を含む )
83 赤黄色・ 白色砂の互層
84 赤黄色砂と植物遺体の互層
85 淡灰色大粗砂層
86 赤責色・ 白色砂の互層
87 暗灰色砂質粘土層 (炭化物を含む )
88 暗灰色粘質キ層 (炭化物を含む )
89 灰色砂質層
90 黄白色砂層
91 黄自色粗砂層
92 青灰色粘質砂層
93 赤黄色粗砂と白色砂の互層
94 炭化物層
95 自色大粗砂層
96 白濁色粗砂層
97 自濁色砂と植物遺体の互層

98 青灰色砂と淡灰色粘質上の互層
99 淡灰色砂と植物遺体の互層
100 淡灰色砂層
101 灰色粗秒層
102 茶灰色砂質層
103 白黄色・淡灰色砂の互層
104 赤茶色砂質層
105 赤白色砂と灰色粘上の互層
106 攪舌し層
107 青灰色粘上と灰色砂の互層
llJ8 白黄色粗砂層

109 黒色粘土層 (地山 )
110 淡灰色粘土層 (地山 )
111 黒色粘土層 (地山 )
112 淡灰色粘上層 (地山 )
113 淡青灰色砂質層 (地山 )

113

東奈良遺跡 (38-10)HoN H-4-A・ B地区 第■遺構面



N648

|

N639

|

N630

|

N621

|

図

版

四
九

・
五
〇

――E・WO

―― W9

濤―Ⅳ

③

④

◎

③

③ ⑤

び
ｏ
◎

濤一皿

N喜 電
====ブ

と

→

「

― W18

東奈良遺跡 (89-1)H・ NC-3-K・ G地区


